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v 追構と辿物に l~lする千察と問題点

〔1〕検出遺構

1 竪穴住居跡

検出されたfiJ,1f跡25棟のうち23棟を粘介している。以下、項Hことに各住居の構造を比較し
て簡洲にふれてみたい．

（平面形〕

いずれの{j),り跡{,Jj形を似謁としており、はぽ」E'Ji形のものと長Ji形のものとか品められる。
(1)・,, 噴形 ：7サ .9号 ・11号 ・12号 ・15号 ・16号 ・17「;・ ・19サ・ 211;-の 9tiの住屈跡
(2 l li月形： 1サ ・2号 .:~ 号 .4号 .5サ .6号 .8リ ・JO¥}・13り ・14号 ・lHサ ・20り

22号 ・23号の1-t棟の住,,,:-跨

〔規模） （第116図）
I<輪(m

恥fn柏力はは

わかるものにつ

いて規松を比+~

すると、ある杓

度の~n似性がみ

られる

(1)床1fii柏が

tom~、!~りのもの

: 6サ・17サ・

9号の各(-i:.11り判‘

2 I~ 面h'1カ＇

JO~lim士グ）し

グ） ：2サ ・1サ

. 5り .8り ・

11サ ・Inりのfl:

屈跨

(:1) 1,1-: 血梢か

＂^ 

5
 

3
 

ゥ＿

¥:Iり ／
 

n ?
3
 

3
 

5
 

6 知鍮(ml

第116図 住居跡の規棟
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17~21m'士のもの ：3号 ・7号 ・10号 ・18号 ・21号の住居跡

(4)床面積が23m'以上のもの ：9号 ・11号 ・12号 ・13号 ・22号の住居跡

以上の4分類のうち、 (l)を小規設、 (2)・(3)を中規模、 (3)を大規模の住居跡として大

別してある。

（壁〕

壁は床よりわずかに外傾して立ちあがり、床と接する部分では、やや丸〈なっている。すぺ

て地山をそのまま壁としており、峡に伴う施設は検出されていない。

〔床〕

地山をそのまま床面としているものと床面下に1Mリ方を有し、上部を埋め戻して1各地してい

るものとがある。後者には床面の裔さが砂層の部分に相応し、床面の強化のため掘削地形を行

なう必然性を持つものが多い。

地山をそのまま床面とするもの ：2号 ・3号 ・4号 .5号 ・7号 .8号 ・10号 ・23号住居跡

床un下に掘り方を有するもの : 1号 ・6号 ・9号 ・11号 ・12号 ・13号 ・14号 ・15号 ・16号

・17号 ・18号 ・・19号 ・20号 ・21号 ・22号住居跡

地山をそのまま床面とするもののなかで、 23号住居跡はやや特異である。E区以南の住居跡

がすべて床面下に掘り）jをもつものに対し、南嬬に位磁する当住居のみが掘り方をもたない。

これは、 E区以南の他の住居が床面のレペルをIlla府のシルト11の砂府にもつものに対し、23号

住居跡が位滋する付近ではIlla層薄〈てやや低くなることに起l*Iするものと推定される。

床而←卜．に掘り方を有するもののなかで、 1号 .6号 .9号 ・11号 ・12号 ・13号の各住居跡は

床而の店さが砂府に達しないものである。これは、住居の構築法そのものに掘削地形を行なう

べき要因が存在したものと思われるが、なかでも、 9号 ・11号 ・12号 ・13号の4棟の住居跡に

みられる掘り方は、該期の普遍的な通例として行なわれたものである可能性が強い。また、掘

り方には全面的に行なうものと部分的に行なうものとに分けられるが、前者がほとんどを占め．

後者は第22号の1例を数えるにすぎない。

床面は、カマドの周辺などでやや坐くしま っているが、ほとんどの住居跡が、全休に柔かく

平阻な面をなすものである。間仕切りに伴う施設とか周溝は一切検出されていない。

〔柱穴〕 （第117図）

柱穴を明碓に確認できた住居跡は全体の約半数である。柱穴を確認できなかった住居跡は、

住穴状のピッ トは検出されているものの、配罰の規刑性や規校の斉一性から大き〈はずれるた

め柱穴として断定できないものと、全く検出されなかったものとがある。

明確な柱穴、ないしは柱穴となりえるピットを有する住居跡に限って、その配附形態をみる

と以下のように類別される。
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A類 ：4個の柱穴が各壁よりほぽ等距離に沼かれ、住居の方形プランのおよそ対角線上に乗

るもので、住居の平面形 ・柱穴の配骰形とも正方形を呈する。 (2棟）

B類： 4個の柱穴が住居跡の短辺にほぼ等間隔で寄るもの。

B畑 一短辺との問にやや距離をおくもので、住居の平面形 ・柱穴の配盟形とも長方形を呈す

る。 (2棟）

B渾 一短辺と 2個がほぼ接するもので、柱穴の配置形が台形に近い形を呈する。 (1棟）

C類： 4個の柱穴のうち、 2個が壁際に近接あるいは密箔するもの。

c類一密着する墜が住居の長辺の一方にあり、柱穴の配罰形が正方形を呈するもの。(1棟）
C2類一密着する壁が住居の短辺の一方にあり、柱穴の配骰形が長方形を呈するもの。(2棟）

D類 ：4個の柱穴のうち、 2個が壁(/)1辺から大きくはなれ

るもの。

D闊一大きく離れる墜がカマド構染壁と相対するもの。

(I棟）

D瀬一大き〈離れる墜がカマド構築壁と同一のもの。(1棟）

E類 ：4個の柱穴が住居の2辺に近接するもの。(l棟）

A類には、11号 ・12号の各住居跡が該当する。これらの住居

跡は床面梢が30m'前後で比較的規楔が大きく、北競にカマドが

付設されるものである。12号住屈・跡は、掘り方状の掘り込み地

形をもつもので、明確な柱あたりを確認できた。

B1類には、 3号 ・23号の住居跡がある。柱穴の配骰形が住居

の長方形プランと相似形とはならず、相対的にやや長軸の長い

長方形を呈するものである。カマドの付設位骰はそれぞれ巽な

るが、いずれも長辺の左寄リに設骰されており、中程度の規段

をもつ。

82類には、 22号住居跡がある。B1'類とはやや異なり、 2個の

柱穴が住居の曲短辺に近接するものである。カマドは束辺の右

寄りに付接されている。床面梢が30m溺の大形のものである。

c面には13号住居跡がある。2個のピットか西辺に洸培し、
柱穴の配莉形が正方形を呈するものである。カマドは北墜のや

や左寄りに付設されている。床1/ijfれが30mを超える大Ifクのもの

である。

0類には10号 ・21号の住居跡がある。いずれも南北に長い長

類

類

類

lli

邸

類

□
 

O□

u□

CJ
ロロ
第117図
柱穴類別模式図
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方形を呈し、南辺に 2個の柱穴が接するものである。束辺の打寄りにカマドが付設され、中程

度の規松をもつ。

D面には 9号住居跡がある。 2個の柱穴がカマド構築収の対辺である南咄から大きく離れる

もので、村次の配趾Ifクは長灯形を里する。カマドは北収のやや1召寄リに付設されており、床1(1i

積が24111で比較的大形のものである。

Dittiには18号住居跡がある 。 2 個の柱穴がカマド構築＇格である束峡から大きく離れるものて•

柱穴の配附形は長方形を呈する。カマドは東収の右寄リに付設されてお＇）、床涌偵が 20m'強の

中程度の規模をもつ。

E類には14号住居跡がある。 4個のビットが東限と南収に寄るもので、柱火の,,ぷ花形がおお

むねJE}j形に近くなる→カマドは束じ代の東寄りに設岡されてし、る。

以上の分類に含まれないものは、規校の斉一性 ・ 配~i','の規削性などから H:;人とは断定できな

いものの、い〈つかの柱穴状のピ ソトを有する住居跡がはとんどである。このなかで、第19号

住居跡からは柱穴状ピットが全く検出されていない。当住居跡は極めて小形のものであり、他

の住居跡とはやや性格が投なるものと思われる。

〔カマドの付設位置〕 （第118図）

カマドの付設位笛は、住屈跡の北辺 ・東辺 ・南辺の3部位に分けられ、西辺に付設されるも

のは検出されていない。ここでは、北辺に付設されるものをA群 ・束辺のものをB詳 ・南辺ク

それをC群として大別した。

A群： A群に屈す住店跡には 9号 ・11号 ・12号 ・13号の各住店跡がある，なかでも、 9号 ・

11号 ・13号の住居跡はN-21'~ 13'-Wの間に）i位をもち、はほ主軸）j(, りが一定する 12号It

居跡はやや束に似し、 N-7'-Eの方位をもつ。カマドの付設1姐社は、 ll号{11汁跡が北（；足のrf

央で、9号 ・12号 ・13号の住屈跡はいずれも北咲中央やや11§岱リに位四する。

これらの住届跡は辺艮か5m を超え、床rf11fi'lが24~33m'になる人•形のもので、逍跡のほぽrj=

央に位甜する。

B群 ：B群に属す（主1舌跡には、 3サ ・4号 .5号 .7号 ・10号 ・14号・15号 ・16号 ・17号

18号 ・19号 ・20号 ・21号 ・22号の各住居跡があり、如代のなかでの付設位：mの途いによって以

のように細分される。束収のはぽ南嬬に位；t','するもの ：16号住柑跡、如陪の南がりに位i?,:する

もの ：4り.5号 .lO号 ・18号 ・20号 ・22号の各住居跡、束収のややl村がリに位骰するもの ：

1号 ・15号 ・21号IJ::I廿跡、東収のはぽ巾央に位汎するもの ：7号 ・19号ii:1.背跡、東収の北窃＇）

に位沼するいの ：3サ ・14号住1片跡

これらの住居跡は、 22サ住:m蹄が大規校で19号住I,片跡が極端に小規悦になるのを除けば、長

軸長が5m木満の中程度の規松をもつ。15号と21号ftJ,r;-跡を除き、 E-7°-N~ E-J7°-Sク

-302-



間に刺I方位をもつ 15 り住居跡はやや南に偏り、 E -zs·- s 、 21号住居跡は北に偏 り E-29•

-Nの軸）j位をもつ＇

C群： ぐ 1抒に屈す0:/,T;•跡には 2号 ・6J,}・8号 ・23号の住居跡があり 、南峡の東寄りに位謹

するものと南唸の西；がりに伯；府するものとがある。前者には 2号 ・6号・23号の住居跡が該当し、

後者には 8号(t),サ跡がある. 6号住肘跡は床1(1ifれが9m冴ijの小規段なものであるが、他の3棟

は長柚長か4mを超える中程度の規投をもつ，主軸）i向はいずれも近似しており、すべてs-

5• ~ 12• Eの間に入る。

以上の分類に含まれないものに第17号1主居跡があり、カマドが検出されていない。未調介部

2̀ 

w 

s 

第118図 カマ ドの主軸方向
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分をも含んでいるため、南墜ないしは西吃にもつことも名えられるが、カマドをもたないもの

である可能性が強い。

〔カマドの構築方法）

く燃焼部側壁> iHIJ岐の構笑）j法にはつぎの 3つのタイプに分類される。側限はいずれも咆に

つくりつけたものである。

I . 地山のシルトを積み上げて構築するもの

2 . 部分的に石を必材として利用し、地山のシルトを梢みヒげて構築するもの

3. f: 器を芯材として利用し、地山のシルトを柏み上げて構槃するもの

1は人・部分の住居跡にみられる構築法で、 IIa屑ないし Ilb~のシルト質土をそのまま転用し

ており、伐質の粘土等を利用した痕跡は一切認められない。 2は焚口部分に利｝廿するものと、

奸9近部との接続部分に利用するものとに分けられる。前者には 3号・22号の住屈跡があり、後

行には11号住店跡がある。 3には12号 ・13号の住届跡があり、甕を倒位ないしは,E位の状態に

据えて必材としている。左右の測墜に 2~ 3個づつ据えている。

く燃焼部〉 燃焼部の構築法には、底Ill下に床由i下の掘'))jとは異なる掘り方地形を施すもの

と、そのまま床面を燃焼部としているものとがある。,fo者が圧倒的に多く、後者は少ない。堀

り）jは燒焼部に限らずfHIJ墜部分をも含めて掘られている。掘り }jの有無が不明のものは、燃焼

部のヽ i:ち',1/1Iりを行なわなかったものがはとんどである。

燃焼部下に掘りガをもつもの ：1号 ・3号 ・4号 ・6号 ・11号 ・12サ・13号 ・15号・16号・

18号 ・22号住居跡

） ,i-:1friをそのまま燃焼部とするもの ：2号 ・5号 ・7号 .8サ ・IO号・14号・19号住居跡

掘り方の打無力く不明のもの ：9号 ・14号 ・21号 ・23号住｝、｛跡

また、燃焼部の形態には床而より,r.:+掘り 凹められているものと、 1未tl'liとほぽ水杓こなるも

のとがある 後者には 3号 .5号 .8号 ・16号 ・21号 ・23号住居跡があり、前者が屯越する

さらに、りり者の燃焼部を掘り凹めてあるもののなかには、燃焼部が極端に長くて、婢逍,'fl¥入口

に柏1つてゆる〈 I・外するものもみられ、 1号・18号・20号の住居跡がこれに該当する。

＜煙道部〉 ,j:,fi追部の1哺ti的な形態には、 A一溝状のもの ・Bー一部〈り抜きのもの ，C 姪

道をもたないものとに 3分される。

Aの形態をホすものかはとんどを占めており、煙追部の判明する18棟中15棟がこれに類別さ

れる，燃焼部から妍(ti¥部をも含めた細部の形態によって以 I'"のように細分される。

A I類： 燃焼部が極沿に長くて娩逍部人LIに向かってゆる〈上外し、火1未1(1jは1未1(1jより杓 f

掘り卜げてあるもの。奸追部の形態によって、水平に移行して坪出部と段治をも って接続するも

の (AI1 t(( 18サ ・20サfElと、撚焼部から1:1,,,;逍部中央付近まで連続して立ちあかり、いった
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第5表住居跡一覧表

規 楳 I 
力 マ ド

掘り方 貯蔵穴状ピ 'I卜
平而形 重 復 関係

長軸x短軸(m) 床面(m'積I 付設場所 方 向 燃 焼 部 燃 焼 部 関 壁 坦出部l- 支 脚 燃燒蔀から煙出部にかけての形想 のオi無 （長径Xt'i径X深さ）ロピッ

東墜 有 (,)

一
{ 178Xl52X58} 第1号溝、第3号住居跡

1号住居跡 長方形 南北6.62X束丙不明 不明
やや南寄り

E- 2・-N かなり長く 上方へ向って傾斜する．掘り 方-Ii. 地山のシルトの積み上げ． 有 ピットのみ
有 75X 75X32 

より1日い。178XJ52X58 

2号 II 艮方形 東西 4.3X南北 3.7 15.35 不明 南壁の東寄') S-12• 12'-E 掘')方 熊 II 不明 無 不 明 無 45X45X30 第 l号溝より IBい。

3号" 艮方形 束西4.37X南北4.63 18.79 4 束壁の北寄り E- 9•50' - S II 有
部分的に石を芯材として利用し地山のシルトを積

有 有（石） ＼ 撫 なし 第 1号住居跡より新しい．
み上げる。

4号 II 長方形 南北4.93X東西3.65 16. 46 不明 東壁の南寄り E- 2•30' - S II 有 地山のシルトの積み上げ． 有 需

-----ノー こ
撫 72X64X30 第 1サ・溝よりIAい．

5号,, 長方影 南北4.40X東西3.46 14. 24 不明 東壁の南寄り E- 7'15'-N “ 無 有
布

—~ 無 68.5X54 .5X30 第6号住居跡よ＇）新しい 。＂ （石・ 土器）

6号 II 長方形 東西3.35X南北303 8.83 不明 南残の東寄り S- s• 10'-E II 有 有
有

~ 有 41X41X31 第5号住居跡より1Bい．
＂ （石 ・土器）

7号,, 正方形 東西4.66X南北454 20. 83 不明
東竪 E- 3• 30• -S 

＂ ほぽ中央部
有

,, 有 無 --....__,/"—~」- 撫 114X110X55 
第9号住居跡よ＇）新しく
2号溝より 1日い。

8号 II 艮ヽ方形 東西4.71X南北3.76 16. 12 不明 南限の西寄り S-7'10'-E II 無 ,, 不明 撫 不 明 撫 87X82X40 

9号 /I 正方形 南北5.08X東西4.99 23. 91 4 
北壁 N - 12• 30·-W 

＂ 無 JI 有 無 不 明 有 不明
第7号住居跡、第2号溝

やや西寄り より 1日.' •

10号" 長方形 南北4.85X東西4.42 19.14 4 東壁の南寄り E- 3' -N ＂ 無 II 有 ;fr(石）~ 無 95X89X37 第3サ溝より1日い。

11号 II 正方形 南北5.68X東西5.40 28.03 4 北壁の中央部 N- 20• 30• -W II 有
石を必材として利用 し、地LLIのシルトを積み上げ

る．
有 撫 -----戸 有 なし 第3号溝よ りIUぃ．

12号 II 正方影 南北5.88X東西5.76 33.06 4 
北竪

N- 7" -E “ “ 
土器を必材として利用 し、 地山のシルトを積みあ

有 ,fj"(石） - J 有 な L
やや西寄り げる

13号 II 長方形 南北6.07X東西5.25 31.06 4 
北墜 N-17°30'-W II 有

七器を必材として利用 し、地山のンルトを横 みあ
有 撫 ~ —/—--_/ 有 なしやや西寄リ げる．

14号 II 艮方形 南北430X東西408 16.14 4 束堕の北寄1) E-11'30'-S ＂ 無 地山のンルトの積み上げ 有 無 一 有 { 140X83X 191 
157X67X20 

第16号住居跡より新しい。

15号 II 正方形 不 明 不．明 不明
東堕

E-28' -s  
＂ 有 II 有 燕 — - ——- 有 85X85X63 第17サ住居跡より18い。

やや南寄り

16号 II 正方形 南北4.38X東西4.32 17.02 不明 束墜の南嬬 E-12' -s 
＂ 有 II 無 燕 一 有 不明

第14号住居跡．第IR号1¥.
恥胚よりIAぃ．

17号 II 正方形 東西3.24X南北3.01 9.05 なし 有 95X邸X40.5 第IS号住居跡より新しい。

かなり長く ．やや上方へ傾斜している。 ----------- { 76X74X60」
18号 II 長方形 南北4.95X東西4.53 21.22 4 東墜の南寄り E-16'50'-$ 

掘り方布．
地山のシル トの積み上げ。 不明 熊 有 不明X70X39 第16サ住居跡より新しい．

94X不明X40.

I 19号 II 正方形 東西2.82X南北2.73 7. 12 なし
束竪

E-!6° -s 床面より高い壇の上に情築される．掘1)月無。 /I 無 有＇ （石）一 有 不明
はぽ中央部

20号 II 長方形 ？ ？ 不明 束壁の南寄り E- 2"30'-S かなり艮く、 上方へ向って傾斜．掘り )j;/:j"。 有 無
'一 ヽ 有 103X103X26 第5号溝よ')IAい。

21号 II 正方形 南北4.74X東西4.40 l9. 20 4 
束唸

E-2が30'-N 掘り方の有黒不明 ． 地山のシルトのFLTみ上げ． 有 撫 こ 有 76X61Xl8 
やや南寄り

22号，、 長万形 南北574X東西5.44 29.40 4 束吃の南寄＇） E-s・ -s 掘り 方 有
部分的に石をぶ；けとしてf1J川L地山のシ}レ}を積

無 有（石） 一
{ 100X73X32) 

み上げる． 108X89X20 

23サ，9 長方形 東西373X南北不明 4 南堕の東寄り s-10・ -E  掘り方の有無不明． 地山のンルトの積み1:tt. 有 撫 不 明 23X21Xl7 
第9号溝、第IO号溝より
m,,。
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ん急激にドってそのまま水平に追んで姪HI部と段差をもって接絞するもの(AI 2類 ー1号住）

とに分けられる

A II類： 憶焼部力昧面より若 1・掘り下げており、奸近部に、zちあがってつなかるもの一 煙Jli
部の形態によって、水・¥に移行して坪出部と段差をもって接粒するもの (AII l類 4号・IO

り・ ・14サ・15号ff.)、ゆる<t-_昇して坪出部と段差をもって接粒するもの (AII 2類 7号住、

ゆる＜ド悶して沖/1¥部と段淡をも ）て接続するもの (AII 3 i!i-6サfU、およぴやや急激に下
悶して伸出部と段，序をもたすに接紋するもの (AII 4 .tJi-13サ住）などに分けられる。

AIII類： 燃焼部か床面より若 「掘り下げており 、、坪道部とはなめらかにつながるもの 娩近

部は、水.,,:に移行して奸/1¥部と段応をも って接綬するもの Alllli!l 12号fi.lに限られる

AN類 ：燃焼部か床1f1iとほぽ水、,,:になっており、坪辺部とは下ってつながるもの。付近部は、

水中に移行して沖出部と段淡をも って接紬するもの AN l tri 21り・fi:)に限られる

AV類 ：燃焼部が床川iとほぼ水'I'・になっており 、1;ci/l道部とは立ちあがってつながるもの。奸
道部の形態によ って、はは水.,.に移行して坪出部と段差をも ）て接粒するもの (AVI煩ー4

刃社 ）とやや急激に 1→外して‘洒出部が検出されないもの (AV2類 16号住）とに分けられる
A VI類： 燃焼部力昧面とほぼ水杓こなっており、坪出部とはなめらかにつなかるもの一坪逍

部は、水 •Ji.に移行して奸叫部と段淡をも って接続するもの (AVI 1類 3号住）である

B類 ：Bの形態を示すものは 11¥1)を数えるのみてある (11サ住）， &:,1; より中途まては半円状

に掘り込んで中火を溝状に1l品り下げたあと、地山をトンネル式に掘って坪ti'.部で1片Juするもの
てある 仲道部/1(1(11はほぽ水・f-になっており、煙出部と段ガ9をもたない。

Cの形態は2つの住）占跡で確認されている 燃焼部の形態はそれぞれかなり wなっている
C I類： 憶焼部か床rfriとはぽ水.,勺こな っ ており、 1げの部分て、他激に、［ちあかるもの( 22•,;-住 ）。

CII類： 燃焼部 （火床部）が床Uliよりr::iいifi.の上に構築され、 fl!ll収と火床部を除いては床IHI

と¥ci]し,:':jさにな・)て岐の部分で急激に立ち !・.がるもの (19サ住）。

以上のカマドのH[けljに含まれないものは、すぺて迅構のif(複関係によ って破埃を受け、詳細

な分類か不可能のものてある なお、憶焼部において支脚か検出されているものと支脚か検,'I¥

されなか ，たものとがある 前行は 8棟の住居跡て確品されており、 11と土料とをfltJllするも

のと石たけのものとに分けられる

（貯蔵穴状ピッ ト〕

貯蔵川の施設てあると彬r定できるものは検出されていないが、比較的規校か大き〈配ii'dl~\1iJr

に規P.1]11をもつものを貯淑穴状のヒ／ 卜とした。

貯蔵穴状のヒ・ノトははとんどのfl:/、,}跡で検出されている。1,;J種のヒ ットが介〈検出されなか

った住屈跡は数棟にすきず、そのはとんどか北壁にカマドをもつ住,,,;蹄てあるというさわたっ
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た特徴をホしている。配沼場所はカマドの両脇、ないしはカマド構築咄のコーナ一部分にある

ものがほとんどを占める。

2 井戸跡

井戸跡は 2枯検出されている。地下施設の構築方法はそれぞれ異なり、出上逍物からみて時

期も区分されうるものであり 2枯の併存は認め難い。

1号井戸跡は地下設価が井龍組の横側板で構築されるものである。井戸の掘形は円形を呈し、

2段に分けて掘り込まれている。底には肘さ約10cmの砂を敷いて井戸枠を据えている。井戸枠

は底部に横板でガ形の)Ji底部を作り、その外側に上部の側板を井龍組にして梢み上げているも

ので、 1111!板は枯底部をも含め 5段残存する。基底部を除〈上部の4段の恨IJ板は両端の I了．下嬬郁

を相欠きにして上下を巫ねたものである。また、側板の一部には納穴や今ljり込み等の仕口が認

められるものもあり、以前に建築部材として利用されたものと推定される。

これに対し、 2号井戸跡は地下施設がクlj抜式の井筒で構築されるもので、巨木の内部を円形

に令IJ抜いて作られる 。 掘形は上段が問丸 }j}f~ ・中段・ド段が円形の3段掘りによ っており、上

段と中段には掘り方が検出されている。底部は砂礫府になっており、上部に源＜砂を敷いて井

筒を据えている。井節の残1月 蚊大現什科ても32cmを計るにすぎずほとんどが約

15cmほどの商さでしか逍ffしない。内外両面に手斧痕が観察される。

以上の2桔の井戸跡はD区のやや南岱りの場所に近接して位；r,'し、集落（南北の範囲に限る）

のほぽ中央部にあたる。井戸の1月囲は住店跡の分布密度が比較的布薄であり、集沿内における

広場的な"場,,の形態を示している。これは、とくに第 1号Jt戸の使用時において顕行にみられ、

当井戸跡と併存するものと思われる各住居跡はかなり距離をおいて南北に配沢される。こうし

た配誼形態は、井戸の使用が個々の住居に居住する人間にかかわるものではな〈、出沿I村にお

いて共,,i]運営されていたことを窮わせるものである。

次にこれらの井戸の使用年代についてであるが、その出 1-.遺物からかなりその時期を限定す

ることが可能である。ます、第 2号井戸跡は、井筒内の蚊底部より A類の椛、およびA類の平

底胚が出上している。とくに猥は汲水用に使用したと推＇圧されるものであり、これらの逍物が

紺年される時期に当井戸のI梵,,-_年代を名えたい。当然のことながら、井戸構築時にかかわる掘

り方の人為的堆柏府からはA類の上器以外はIlll:. しない狸土の般 l舟1よりは杯BIC類が杯B

I a類を少：1(ilーいえて集中的に出土する。

第1号井戸跡では、井戸を構袂する際に人為的に梢んだものである井戸枠外の礫}¥1内より杯

B II b類 ・｝イ;B IC類が小片で出土している。当井戸の構染時期はこれらの上器と1Jt-fi関係にあ

るものと息われる。また、堆梢」：内から,4',Lする L器は細J',に限られるが、下附よりは杯BIa 
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類 .tィ、BlI C度((・t1、1:3II a類 ・｝イ； B Iii 類 、 ~~B l lt(( - ~災BII Wなどか出 I・.し、 i1l:I-.IMからはin

忠系 I・.器と息われる極端に器高の低いJ-イ:B III類か出十.する，

以 Lのことから、第21:;-井戸はBIW」．．器の製作にロクロ技術力<4f入されるころには確実に

廃止され、ロクロ技術が将及した直後に第 1 り）t戸が構築されるという l~lf系を指摘することか

可能であり 、第 2り井戸から第 1号月・戸へはあまり長い間隙を附かすに移行したものと推定さ

れる

岩手県下で，，亥期のU討各に伴う）1・・戸跡の発見例は非常に少なく、数例を数えるにすぎない《北

いII対1~•の水沢,1jijn_il/城跡では 2J,~ 検出されており、 1 Wは横板を 5段にして）I噌し糾した）卜） i 

枠をもつもので、11¥II: 紀代のものとされている 他の lWは'I'こ戟した丸太材を糸flんで)l:1i枠と
11 I 

したものである 水沢市林前迅跡は 9Ill: 紀初叫～中染に中心をお〈出沿であ I)、地ド施設を伴
,I 2 

わない地II I JI喩りのJI:/i跡が IJ, り検出されている また、 4ヽ追跡と !,i)し江刺.,;_野 I・_(/)激，:・:;地1(1jに

立地する洛合Ill逍跡では 9J,1; のJI・・戸跡が検出されており 、地11!をそのまま Jl'tりとしたものIJ,~. 

閣柱を、グ．てて柚桟をわたした後に縦板を方形に糾み込んだ）1: 戸枠を 2ばに ，nねあわせたもの I

枯、 11!1 げ物）「筒と li•ii記の）i形井戸枠を組み合わせたもの 2 J、舷の 3形態に分けられる ，i/r 1函時！り1
、IJ 

はイ~Iりl なものが多く、 中柑にわたる可能性を示唆している→

似後に 、本追跡において井戸跡が検/1',されたことの、む味についてnu甲にふれておきたい 既
, 11 

に、・jl.、女時代の集落を椛成する‘炭系に井）涅がか}JIIわったものとする指摘かあり、このことは ・I必

晶然性をもつものと言える たた平安時代に中心をおく出落のすべてに井） iを伴うものではな

〈、むしろそうした例は少ない 本逍跡の場合は、 !tff,;の立地する地形環lllにその要lklを求め

たい第 i収てL既辿したごとく、4刈直跡はIll河川の洗流に残された沖柏台地の微，:・:;地1(tjに、［地す

る こうした微邸地面は、 Ill河川の氾濫によって造成されたて次堆柏の微砂地1(1iよりも構成11'1
, 1 5 

が古〈なっており 、地下水位か深〈、しかもその水／｛＇［は劣悪なものである このことか深さ 3

m土というかなり深い）卜戸を必要とした第 1の恢I刈と息われる

it I 水沢巾教-(f委ii会 1978 『胆沢城跡 昭tll52年度発掘品11t概報 』

注2 水il(rh教if委il会 1979 『休Iiり必跡ー(><:11hjt~罪にffなう範囲確．ふ凋介 』

ii: :i <i r-リ，¥J'I滋文化財センター 1979 「；各介Ill逍跡J Tl: 要地）j j丘•関 ・ 北」．．楳l~li加i'i跡発掘，J~Ift報：＇；

" ''J 
ii'.~tilJ/1\ii 2 r林1ilii'.i'i跡

ii: 5 11/HIISO年度の発掘；ふrn中、飲JTI水の必要からしりlll"lのふ針1:会社に委，，tして I)i-¥06グリ 、ド付近に!1-1; を
掘っている この閑、飲用に耐える水を得るために 、Imりりのポーリンクダし製としており .1-.1け及する｛叡

高地1/iiとll)j確なj全いかあることを指摘されてし、る

く参名文献 Ill本 t•.1/ 1970 『J「,,iの研究' t: 砂・m

-309-



3 溝跡

溝跡は合，汁11条検出されている。特に G区に集中しており 11条中 6条を数える。 2号溝を除

き、すぺて調介区外に延ぴており 、その首尾が明らかにはなっていない。したがって、これら

の溝の性格 ・機能にまで言及するには多少の無理が生じるが、若干の説明を加えてみたい。

規模：形能 溝の規模 （幅 ・深さ ）からは、大形のもの(1号溝 ・10号溝）、中形のもの (4号

溝 .6り消 .9り消）、および小形のもの (2号溝 .3号溝 .5号溝 .7号溝 .8号溝 ・11号溝）

とに 3分される。

杓iii的な形態には、h湘線状のものがほとんどを占めるが、なかにはやや蛇行するもの (4号

溝）、「く」の字状に1出曲するもの (8号溝）などがみられる。溝の走行軸は、西一束のもの

(l号 ・3号 .9号 ・10号溝）、北西ー南束のもの (2号溝）、西北西一束南束 (4号溝）、北北東

ー南南西のもの (5号溝）西南西一束北東のもの (6号 ・7号溝）、西南西一束北束～南南西一

北北束のもの (8号溝）、南南束ー北北曲のもの (11号溝）などに分けられる。

性格 人:Jf1の 1号 ・10号溝は比落の北嬬と南端に配誼され、走行軸、規校とも類似してい

る。染落の外祁を区切る一種の境界溝とか排水溝としての機能が考えられる。ただ、溝底面の

起伏状態や堆梢土の観察から排水溝とする梢極的な根処に乏し〈、ここでは濠として外郭を囲

秘するr,<:tlfli線と名えたい。それに排湿の機能を補助的に負わせたものであろう。

叩f彼の溝のうち、 9号溝は10号溝に近接して位沼し、走行中軸も一致しており 1号溝 ・10号

溝とff機的な閾連をもつものと思われる。4号溝は位沢、走行軸が他の溝と異なり、やや蛇行

する特異な形態を示している。性格を規定する査料は明らかではないが、1号 .9号 .JO号溝

と時間的に・F印紺係にある可能性が強い。

小形の溝のうち、 2¥}・3号.5号の溝跡は深さ ・埋土等からみて後世の掘り込みであると

名えられる。ほかの6号 ・7サ .8号・11号の溝はG区に集中しており、走行軸は、平行ない

しはtll父の極めて共通したl関係にあリ、規校も類以する。ただ、それぞれは花いに ，・rn及してお

リ、 7り消がi立もIll〈、11号→ 6号 .8り消という関係にある。これらの溝の性格は排水溝、な

いしは何らかの地境溝など名えられるものの判然としない。

先後関係 以上の11条の溝跡を重複関係、配附形態等から一定の推測を混えて先後関係を検

, ..tすると次のような関係を指摘できる。まず、G区に検出された 4条の溝跡は屯複関係から、

7り→11サ→ 6・8号の推移が判明しており、9号 ・10号溝は11り溝よ 1)新しい。 6・8号溝

と9・10号溝の先後関係は不明であるか、前述のごと〈、 6~8・11号の各溝跡は？笠ドlJ的には

イi機的な関連性を:ffしており、時間的にも近接した関係にあったことが予想される。したかっ

て6・8サ→ 9・10号の先後閲係が想定でき、さらには 1号 .4号溝跡は 9号 ・10号の溝跡と

併行関係にある可能性が強い。以上のことから、追構として断定できる 8条の溝は、 7サ→11 
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り・ • 6・8号→ 1・4・9・10りの先後l関係が推測される
'I~ I ii 2 

,j,: 地 )jにおいて、集洛内に大溝を伴う逍跡としては水沢rli1illl追跡 ・北 I・.rli I; 砂I逍跡などが

知られており、大沿跡か平穴住屈跡群や掘立柱建物群と密接に関連する性格をもって配iliされ

ている。所属時期は奈良時代木ないしは・1噂安時代初期とされており、本遺跡の 1号 ・101;-の大

溝よりも1Bいしのである。

II. I 岩手県教'(f委U全 1975 r石田道跨現地説明会iiネ｝』

れ.2 北上,Ii教tr委貝会 1977 『尻引迅跡；J/4 rf. 報？いIf』

4 方形溝状遺構

}j形溝状逍構は独立したものではな〈、束西 Jil••)に 2 枯か述って検出されており 、）j形溝の

l 辺を共用している。内部の •JlJ:易内からは付屁施設と思われる沿構が一切検出されておらす、

1-. 部構造を想定されるものも発見されていない。この 2店の）i形溝がlo]II、柘't・イI.てあるのか、後

にどちらかの -)jを取り付けたものであるのかがllll題となるか、少な〈とも消の堆柏 I:の状況

からはifi複関係を指摘てさない。たた、追立した場合にtiii設の沿に堆梢した崩埃tを取リ卜けて

似Iじしたならば、これとf,i]様の埋土状況をぷすことも名えられ、一概に圃11.'f{I・イI.とは規,i:てさな

い。 1勺餡的には 2り方形沿とした追構の方が形か？やってお＇）、一応 1号）j形溝かそれにl{-1.り付

し、た状況をぶしている。

)j形溝の性格に 1関してはイ~IIJ-1 な .'.'iが多い。 岩手県 lくて同種のi且構か検出された例と しては水
,I I ,1 2 

いIir+.i 矢中追跡、二戸 rii」•限j叫跡などかあけられる とくに1+1矢中遺跡は北 1-_111;t-tlドの中位は

fr (tt.-, 原段丘） I・. に立地するものて、独、．！：するものを l~店含むが、 5 J.'; ・7 J、しと東西Jj1,,1に連

舷して検出されて＼ヽる。規校、形態とし本逍跡の逍構と極めてtCi似する l・.11!.i践跡てはGJ.t; の

円形l.';i溝にi比って4JI;)j If~ 消か検出されている＂いすれも独屯するものてあるか、 i,Y,以外の沿

構を併わない．点では一致する 両逍跡と b性格は明確にはしていないか南矢中遺跡ては/,'」溝 ii~

とし Cの機能を推測している 本遺跡の}jIf分晶もら・凶祉となる UF能性をイ1i-るものの,,q文(1りな根
拠に欠ける。ここては屯に、可能竹を指摘するにとどめたい

つざに、)jIf術11.の所J函時期であるが、第 1号）j If~ 消は 8号溝跡を載壊して作られてし、る こ

れは、 ri1i項の消跡の先後関係と比較すると 1 号 · 4~;- · 9 サ ・ 10り沿か開さ〈された貼lり1に比

定されうるものてあり 、-_;、靭の方形溝の）j!••I軸は 1 1;-・9サ ・10サ溝のそれと一致する なお、

廊記の南矢中逍跡、上叫且跡の）i形溝はいすれも •j<安時代に属するものとして＼ヽるか、その北

細ばイ澗1てある
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iU 岩千県教fr委u会 1976 「南矢中沿跡」 r束北縦貫 自動 •liili埋成文化財発掘，閲介略報」

ii'2 :i・;-l-リ，し埋蔵文化財センター 1979 『I・.'tt逍跡現地，必1り1会衣料J

〔2〕出土土器の分類

it l 

分類に際しては、器種をi袋先させ、それらを成形 ・焼成技法を主体にして分類し、再調整の

技法や器形上の特徴などからさらに細分を試みている 。 器種,~先の分類方法にはいくつかの先

例があり、特に杯形土器の場合のように、従米の十帥器 ・須忠器という範臼のいすれに該当す

るのかを明確にしえない土盛群のイf在が前提となっている。ここではむしろ、 li"ilー器種におけ

る種別ごとの数枇的比；年の変追 ・湖繁技法の差沢などが、それぞれの時間的な変化や地域性・

追跡の特性などを反映しているものと名えられることによっている。

本逍跡で出土した土器の器種には、外 ・佑；台付胚・ぶi. 鉢 ．盤 ・鍋 ．康 ・壺などがある。 こ

のなかで、出上批の多い1イ;. 高台付外 ，鉢 ．痰 ・、並などは技法 ，器形などによって分類するこ

とが可能である。出土贔がm少である益 ・盤 ，鍋などの分類は行なわなかった。なお、tィヽ ，高

台付外としたもののなかには椀やllllと呼ばれうるものも含んている。

（杯〕 杯はその製作に際しロクロを1史Jflしていないものとf史）llしているものとに人サI]される＂

M、A知 ：ロクロを1史用していないもの。

杯 B類 ：ロクロを使用しているもの。

さらに、Btfi(I)杯は焼9戎技法の浜沢と、 二次調繁 （ヘラミガキ ・！！．！；色処理）のff無とによっ

て分類される。

M、A類 ：ロクロ未使用で、酸化炎で焼成して内1/Jiに黙色処理か施されているもの。

杯BI類 ：ロクロ使用で、酸化炎て焼成して内1ftiに，',l_l,色処.fl!!.か施されているもの。

杯BII類 ：ロクロイ史）Hで、辺几炎で焼｝成したもの。

j小BIil岱fl: ロクロ1吏用で、酸化炎で焼成して内1/Jiに，'H色処埋か施されていないもの

＜坪A類） A inの杯は器形の特徴によ って丸底を呈するものと 1勺氏を呈するものとに 2分さ
れる tiり名は｛本部に段か巡るもの、体部に沈線か巡るもの、およひ体部に設 ・沈線をもたない

ものとに 3分される。後者はいすれも1本部に段 ・沈線をもたないものである

A 1 t!i :)し)!¥を出するもの A 1 a類 ：1本部にはか巡るもの

A 1 b類 ：i本部に沈線か巡るもの。

A 1 c食ti: l本部に段、沈線をもたなしヽもの

:¥ 2類 ：、ド底を呈するもの (f本部には、沈線をもたなし、 ）

坪A1類 ）し底てf本部に段の巡る A1 a 類の外は、 l生の 位~,,:かi本部のやや 1、部にある I !if 
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に比ぺて器店の麻いものと器高が底〈なるものとに分かれる。段より上部はU緑部に向かって

ややふ〈らみをもって外傾するものとやや外反ぎみになるものとがある。体部に沈線の巡る A

lb類の杯は、沈線の位i社が1本部のやや下にあるもので、体部はやや直線的に外傾して口緑瑞

で内弯ぎみに立ちあがる。段 ・沈線のもたないAl C類の杯は体部より 17緑部までやや丸味を

もってゆるやかに外傾するものである。器面調整はA1 c類の胚を除きほぼ共辿しており、内

外面ともヘラミガキで整えており 、段より下の部分では前段階の調格であるヘラケズリが観察

されるものもある。BIC類の杯は外面がナテ＇に近い軽いヘラケズリ、内面がヘラミガキで調

整している。

坪A2類 すぺて体部に段、沈線をもたない。器形的には各種みられ、体部より 11緑部まで

大き〈開いて外傾するもの、あまり i;りかず直線的に外傾するもの、丸味をもって内殊ぎみに立

ちあがるものなど多種多様である （第6表）。 器面調整は、外面は全面にヘラミカキが施され

るものと｛本部 ド半より底部にヘラケズリが施されているもの、および全面ヘラケズリによるも

のなどがある。体部上半がヘラミガキされるものは、前段階の調格である横ナテが口緑部に施

されているものが多い。内1fiiはじ杓が横}Jl,,J、下半が放射状のヘラミガキを施し、黒色処理さ

れている。

＜杯BI類〉 製作に際してロクロを使用 しているもので、酸化炎で焼成しており、内面にヘ

ラミガキ ・黒色処理が施されているものである。底部の切り離し技法およぴ再，凋格の有無と で

以下のように分類される。

B I a類： 底部の切り離しが皿転糸切りで無調整のもの。

B IC類： 底部の切り離しが匝転糸切りで、後に再調格が加えられているもの。

B I e類： 再調格が加えられており、底部の切リ離し技法か不明のもの。

B IC類 ・BI e類の杯の再調整には、手持ちヘラケズリによるもの、ロクロful転を利用し

た回転ヘラケズリによるもの、およひヘラミガキによるものとに 3分される。それぞれを以下

のように呼称する。

手持ちヘラケズリによるもの一H手法

皿転ヘラケズリによるもの 一W手法

ヘラミガキによるもの -M千法

これは再調格を施す範囲によ っても細分され、 1 : f本部下端より底部全1Triに施すもの、 2

：体部ド端よリ底部周緑に施すもの、3: 底部全面、 4: I底部周緑、5: f本部ド端、6: I本部

より底部にかけての全面の6種類がある。それぞれ、1!1・W1などと組合わせてII乎ぷことにする。

B I類の外はイ本部より 11緑音I¥まで）し味をも って外傾するものが大半を占めるが、個々上器に

よって法依値や器形の特徴にかなり の焙異がみられる。器翡の高低や｛本部の形態によりい〈つ
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かに細分される（第 6表）。器血調整は外面がロクロ調悠、内面はヘラミガキ、黒色処理が施

されており、ヘラミガキの方向は体部卜端から底部ては放射状、他の部分では斜位か横方柏］の

ものが圧倒的に多い。

＜杯BII類〉 製作に際してロクロを使用しており 、遠元炎で焼成したものである。底部の切

り離し技法およぴ再調整の有無とで以ドのように分類される。

B Ila類： 底部の切り離しが回転糸切りで無調整のもの。

B Ilb類： 底部の切り離しが回転ヘラ切りで無調整のもの。

B Ild類： 底部の切り離しが同転ヘラ切りで、後に再調格が加えられているもの。

B Ile類： 再調整が）JI]えられており、底部の切り離し技法が不明のもの。

B Ild類、 BII e類の杯の再調整には、手持ちヘラケズリによるものとロクロ回転を利用した

回転ヘラケズリによるものとがあり 、前者はH手法、後者をW手法とした。それぞれの手法と

器体にヘラケズリを施す範囲との組合せの呼称は杯BI類に準じた。

B II類の杯は、体部より口緑部まで直線的に外傾するものが多いが、 BI類の胚と同様に法

虻値や細部の形態は多種多様である（第 6表）。概してBI類の胚よりも器閥が低〈なる。なか

でも BIlb類、 BIld類のJ-イくは BII a類のものよりも器i'，団が低くて底径が大きくなる。内外面と

もロクロ調悠である。

＜杯Bill類〉 製作に際してロクロを使用しているもので、酸化炎で焼成して内直iに黒色処理
(tl.2 

の施されていないものである。いずれも、底部の切り離しが回転糸切りによるものてあり、内

外血とも再調炉は認められない。

Bill類の杯は、体部より口緑部まで1/i線的に外傾するものが多い。外面にはロクロ水挽きの

凸凹を明瞭に残し、器肉の歪みも強い。法址値や器形のばらつきが大き〈、器高が極端に邸い

ものから極端に低〈なるものまでかなり変化に広んでいる。（ 第 6表）

（高台付坪〕 すべて、その製作にロクロを使用しているものである。杯B耕に消じて同様の

記号で大別した。

点台付杯BI類 ：酸化炎焼成で、胚部内曲にヘラミガキ、黒色処理が施されているもの。

, •,':j台付H、B II類 ：迎元炎焼成のもの。

i:':j台付杯BIii類 ：酸化炎焼成で、杯部内向にヘラミガキ、黒色処理が施されていないもの。

（高台付坪BI類〉 高台部の形態、底部の調整手法、地部の形態等で以,,ーのように細分した。

r:':j台付杯BI1類： 窮台部が短かく外仰するもの。

翡台付｝小BI 2類： 蒻台部が長〈外傾するもの。

B I 1箕n、BI 2類とも底部の調整手法の産異によって分けられ、①底部に菊化状のヘラ刻

みを施して,~,緑をロクロ調格するもの、R底部周絃をロクロ調格するもの、c底部令1(1iをロク
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口湖整するものなどがある。これらは尚台部の形態と組合せてBI 1①類などと呼称する。

また、杯部の形態からも大き〈 3分され、椀形を呈するものと杯形を呈すもの、およぴ皿形

を涅するものとがある。これらは、以下の記号で分類した。

(I)類： 器高力囁くて、体部が丸味をもって立ちあがる椀形のもの。

(2)類： 器邸が粋通で、休部が外反、ないし外傾ずる杯形のもの。

(3)類： 器邸ヵ極瑞に低〈て、体部が大き〈開いて外傾する1111形のもの。

B I類の邸台付杯は、杯部の外面に再調格が施されないものが大半を占めるが、なかには再

調整の施されているものも出土している。この再調條の手法等は杯BI類に準じて記号化した。

器面調整は外面がロクロナテ、 1勾面がヘラミガキ ・黒色処理によるものを基本としている。

（高台付坪BII類> 1点出tしている。体ド部に稜をもって屈折するもので、稜椀と呼ばれ

るものに該当する 。 ,•::;台部は極端に短く、底部中央に糸切り痕を残す。

（高台付杯Bill類> B I類の翡台付杯と同じ基準で分類した。

81112類： 翡台部が長〈外傾するもの。

B lll 3類： 翡台部が極端に長〈外傾するもの。

Bill類の林は、裔台部接合の際の調格手法の差異によって 3分される。②底部にナデを施し

て周緑をロクロ，凋格するもの、③底部周緑をロクロ調整するもの、④底部全面をロクロ調椛す

るものなどがある。これらは邸台部の形態と組合せて BIll 2②類などと呼称する。

なお、！小部の形態はすぺて1本部が外反、ないしは外傾する杯形を呈するものである。麻台付

杯BI類で没(iけI]した(2)類に相当する。器面調格は内外面ともロクロナデによっている。

〔鈴〕 鉢は、その製作にロクロを使用していないものと使用しているものとに大別される。

なお、ロクロを使用しているものはすべて酸化炎で焼成したものに限られる。

鉢A~fi : 製作に際してロクロを使川せず、酸化炎で焼1戎したもの。

鉢BI類 ：製作に際してロクロを使用し、酸化炎て焼成したもの。

＜鉢A類> : A類の鉢は器形の特徴によ って以下のよ うに分けられる。

鉢Al類： 頸部に〈ぴれをもち、体ifllと口緑部と区画されているもの。

鉢A2類： 1本部より □緑部までなめらかに移行するもの。

A l類の鉢は、いすれも頸部に段を有するもので、体部蚊大径を上端にもつものである。相

対的に器閲が低〈、 1本部が大きく l削いて外傾するものと、相対的に器翻が科〈 1本部が外傾して

立ちあがる甕形のものとがある。前者をA1 a類、後者をAlb類とした。

鉢Ala類 A 1 a類の鉢は頸部に形式(Iりな段をもち、 U緑部はKくゆる〈外反する。｛本部は

はとんど脹ますそのまま1氏部へと移行する。Alb類に比ぺて体部の傾きがゆるい。器両，脳格

は外面はヘラミガキによっているが、削段階の調悠である横ナテかU緑部に、刷毛目が体部に
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施されている。内面はヘラミガキ ・黒色処理で整えている。

鉢Alb類 A 1 b類の鉢は頸部に形式的な段をもち、 lJ緑部は短くゆる〈外反する。体部は

直線的であるが、 A1 a類より傾きがきつい。器面調整は口緑部が横ナデ、体部外面が刷毛目、

内面がヘラナデによっている。

また、 A2類の鉢は体部の形態によって細分され、体部より口緑部まで大き〈開いて外傾す

るものと、体部より口縁部までふ〈らみをもって立ちあがり、椀形に近い形を里するものとに

分けられる。前者をA2a類、後者をA2 b類とした。

鉢A2a類 A 2a類の鉢には、器高が尚〈てn縁部まて虹線的に外傾するものと器窃が低〈

体部がややふくらみをもって外傾するものとがある。前者を A2a①類、後者をA2a②類とし

た。 A2 a①類の鉢には大形のものと小形のものとがみられる。器面調整は小形のものを除い

て内外面ともヘラミガキ ・黒色処理で整えているが、体部外面1にはヘラミガキの前段階の調整

であるヘラケズリが観察されるものもある。小形の鉢はイ本部外面に刷毛目、内l面にヘラナデが

施され、底部外面はナデによっている。

鉢A2 b類 A 2 b類の鉢はイ本部より口縁部までかなり丸味をもって内窃ぎみに立ちあがるも

のと、ややふ〈らみをもって立ちあがるものとがある。前者をA2b①類、後者をA2 b②類と

する。 A2 b①類の鉢は器形の大小によって 2分される。器面調格は、小形のものを除いて内

外両1(1iともヘラミガキによっている。体部外面には前段階の調悠である刷毛目やヘラケズりの

痕跡をとどめてお＇）、口緑部には横ナデが施されている。内面は黒色処理か） JIIえられ、なかに

は外面にも黒色処理が施されるものがある。 小形のものは、イ本部が内外面ともヘラナデ、底邪

外面がナデで調t各している。

＜鉢BI類〉 B I類の鉢はすべて器裔より口径が大きなもので、形態上の特徴によって以下

のように大別される。

鉢BI l類 ：U緑部は短く弛〈外反し、体部があまり脹まずに底部へと移行するもの。

鉢BI 2類 ：口縁部は短〈強〈外反し、体部が」半付近でやや張り出すもの。

鉢BI 3類 ：口緑部はゆる〈外反し、体部力{[Fl. 線的にそのまま底部へと移行するもの。

鉢BI 4類 ：LI緑部はゆる（外反し、体部が上半付近でやや1kり出すもの。

鉢BI1類 B I 1類の鉢には、内而にヘラキガキ ・黒色処理を施すものと、全面ロクロ調

悠によるものとに分けられる。前者を BI 1 a類、後者を BI 1 b類とした。BI a類の鉢は大

形のものと小形のものとがあり 、いずれも口縁部が斑〈強〈外反し、 u唇部は弱〈上）jへ挽き

出している。BI b類の鉢はu'121'部を弱く上）iへ挽き出すものと、強く Lhへ挽さ出すものとに

分けられる。 器面調格は、 BI 1 a類が外面はロクロナデ、内面はヘラミガキ ・黒色処理を）し本

とするが、外曲にもヘラミガキが施されているものもある。 BI 1 b類の鉢は全面ロクロ調格
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てある。

鉢BT 2類 B I 2 iti(l)鉢に も大形のものと小形のものとかあ り、 いずれも｛本部の I・・半に体

部蚊人・径をもつ 大形のしのは口抒部を L方へ強く挽き出している 全((flロクロ調炉てある

鉢BI3類 8 I 3川の鉢は器形の大小によって 2分され、いずれもi本部が直線的でJ:端に

体剖1蔽大径をもつ 口粒部はそのまよ）しめてあるものと上方へ挽き出すものとかある 令面口

クロナテ＇て ti<えている

鉢BI 4類 BI Hflのj:j,.は 1点のみで、｛本部の 1-.ヽ ド付近てやや弘り /1¥tものてある 器店
かかなり低い ｛本部より））t名IIにかけて外面にはヘラケズリか施され、体部ド半I勺面にはヘラナ
デカ施されている

〔甕〕 猥はその製作に院しロクロを使用していないものと1史mしているものとに大別される。
決Axt(:製作にロクロを使川していないもの

}!--:B頂 ：製作にロクロを使用しているもの。

ぅ！をA1/[には、ロクロイ史川 I・.器と供伴し、 当然ロクロ技術が祁人されているにもかかわらずロ

クロ使用していないものも含まれてお＇）、 ロクロとり人以前のそれとを区別した。衷81,(iは他の

器枡の場合と j,i]様に焼成技法の差異によって分Mtした。

喪A類 ：ロクロ未使Jりで、酸化炎焼成したもの

；~A 瑣 ： ロクロ不使用で、酸化炎焼成したもの

｝慇BI癸fl: ロクロ1吏HIで、 酸化炎焼成したもの。

災BII岱fl: ロクロ使Jflで、辺元炎焼成した もの

＜甕A類〉 A Hiの甕は、すべて口径より器砧か大き〈 、蚊人・径を1J粒部にもつものに限られ

る ます、器形の人小によって 3分した

甕Al類 ：人・形で、器l:iが24cm以 Kのもの。

甕A2類 ：中形で、盛，岱か17~20c-m,tのもの

甕A3類： 小形で、悩，:':jが15cm未泌のもの。

これらの I'.船は形態 I・.の特徴によ＾て細分か UF能であり、 ~il部に段をイ！し[]粒部と i本部とを

区,~,jするものと、段をもたずに体部から 口緑部へなたらかに移行するものとかある

a類： :i!(t部に段を有するもの。

b類 ：北部にほを持たないもの

さらに体名11 11'{人径の位~i',:か9本部の中央付近にあるものと 、J・.端付近にあるものとがあ り、 前

れを(I}類、後行を(2瀕 として分lfiした また、「IH部の形態には大きく外／よするものと 1((立ぎ

みにゆる＜外反するものとかあり 、1jij行を(i)類 、後行を(ii)類 とした w部蚊大径の位；i',: では
(llWが多く、 11奇女部の形態は(i)類が主体的である
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器面調格は、外面が届ljE; 目、ヘラケズリ、ミガキに近いヘラケズリ、ヘラミカをなどにより、

内面は刷毛目 、ヘラナデ、ナデなどによっている。外面の調悠は数種の手法を組み合わせたも

のが多い。

＜甕A'類〉 A'類の央は器形の大小によって（痰A類に準ずる） 2分される。すべて口径より

器店が大き〈、最大経の位四を体部にもつものである。

器面調格は口緑部が横ナデ、 1本部外頂iがヘラケズリ、内面がナテ＇によっている 。器面には凸

凹がみられ、かなり相い調整である。

＜甕BI類> B I類の痰は口径より器裔が大きなもので、器形の大小によ って大別される。

甕BI 1類 大形のもの

甕BI2類 小形のもの

B I l類、 BI 2類とも、蚊大径の位凶をU緑部にもつものと体部にもつものとがある。

(1)類： n緑部に最大径をもつもの

(2)類： 1本部に蚊大径をもつもの

さらに、口床糾部の長さによっても分けられ、口稼部が短〈外反するものと、極端に短く外反

するものとがある。前者を(i)類、後者を(ii)類として分類した。

u緑部の形態も多様で、頸部から強く外反するものとゆるやかに外反するものとがあり、ロ

悴部を上方へ挽き出すもの、 ド方へ挽き出すもの、上下に挽き出すもの、 9札純に）しめてあるも

のなどがある。体部の脹みの強弱によっても区別され、丸味をもって脹むもの、やや丸味がみ

られるもの、ほとんど脹みをもたず直線的に底部へと移行するものなどに分けられる。

器面調格は、BI 1類のものは粘土巻き上げ後、体部上半から□緑{fillまではロクロ，淵照により、

i本部下半は縦方向のヘラケズリを施すものがはとんどである。BI 2度iiのものは、僅かな例外

を除いてロクロナテのみで仕上げている。底部の切り離しは布回転糸切リによるもので、底部

に糸り）り痕をそのまま残しているものが多い。

＜甕BII類> B 11類の疫は完If紐品がl.'.'..:、も出 1こしていない そのはとんどが屈化不能の細）ヤ

である 。 器形には大小がみられる 。 イ本部に ii大径をもち、 LI緑部が長く外反し、 Id部で外へ•,L<

り出すものが多い。大形のものでは頌部にヘラ心き波状文を施したものもある。器面調？各は、

外lffiにはロクロ痕、横ナテ述ふ叩き H文、ヘラケズリ痕が、内1f1iにはロクロ痕、横ナテ痕、ア

テ工具痕などが観察される。「'J.手のものと薄手のものとがある。いずれも破）「に限られるため

共辿した特徴を描出することが困難であり 、分類作業は行わなかった。また、体部片が人”‘ドを

占めており、壺のそれと区別しに〈〈、他の器秤を含んでいる UF能性しある。

（壺〕 咄iはその製作に際しロクロを使J+Iしていないものと使用しているものとに）窃ljされる。

,，；,：；A煩 ：製作にロクロを使用していないもの。
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壺：B類 ：製作にロクロを使用しているもの。

壺B類は、甕と同様に焼成技法の迩いによって 2分される。

壺A癸!i: ロクロを使用せず、酸化炎で焼成したもの。

壺BI類 ：ロクロを使用し、酸化炎で焼成したもの。

戒BII類 ：ロクロを使用し、遠元炎で焼成したもの。

＜壺A類〉 A類の並は、器邸がU径より大きく体部の中央付近に最大径をもつものである。

分類J、し準は~~A 類とはぱ同様であり 、 最初に器形の大小で分類し 、 形態 1-.の特徴によってさら

に細分した。

壺Al類： 大形のもの 壺A2類： 中形のもの 壺A3類： 小形のもの

A類の壺はすべて頸部に段を有し、口緑部と体部とを区画するものである (a類） 。段の強

弱は う定しないが一括してとり扱った。

体部の形態は、 (1)ほぽ真球に近い形を呈し蚊大径を体部中央にもつもの、 (2)やや川の張る球

形を呈し蚊大径を体部の上半にもつもの、 (3)横長の球形を呈し、最大径を体部中央付近にもっ

ものなどがあり、上記の記サで細分した。また、n緑部の形状は、大き〈外反するものと直立

ぎみにゆる〈 外反するものとがあり 、前者を(i)類、後者を(ii)類 とした。

器血翡格はほぼ共辿しており、 LI緑部が横ナデ、体部外而が届IJ[; 目＋ヘラミガキ、体部内面

がヘラナデ、ないし刷毛l=Iによるものが多い。また、）ド危りのものも 1点出上しているがはと

んど糸I]裕しており、文様等の確認．は不能である。

＜壺BI類〉 B I類の曲；:は出土地が少なく 6点を数えるにすぎない。したかって、共辿した

特徴を描出することは困難であり、ここでは U頸部の特徴を中心とした大雑把な分類に留めた。

壺BI a類 ：口頚部が、｝山部よリ直立ぎみに外傾し口緑端で外反するもの。

壺BI b t!i : 1-'頻部が、 Iii部より直立ぎみに内傾しU緑瑞で外反するもの。

咄；：B I C類 ：U頭部が、 If純に紐く 外反するもの。

壺BI d類 ：口頸部が、極端にli¥i.〈直立するもの。

壺BIa類 B I a類の＇並は人形のものが 2点出土している。イ本部は丸味をも って大き〈脹

み 、 中央付近に最大径をもつ。 器面調整は外面が頸部に平行叩き且痕力潅見寮される.•.\に特徴が

ある。1J..J1f1iはイ本部」→．半に刷毛目状ロクロナデを施すものと届I]モIJを施すものとに分かれる。

壺BIb類 B I b類の壺は大形のものが 1.•.\出土している 。 体 iillは丸味をも っ て脹み、中

央付近に蔽大径をもつものと推定される。器面澗整は｛本部下半外1面にヘラケズリ、体部内面が

ナテ“で愁えている。

壺BIC類 B I C類の壺は、体部の形状の横長の球形を呈する人形のものと、ほぼ真球を

出する小形のものとに分かれ、それぞれ 1・'丸づつ出」：している。揺1iii調も冬は体部下半外面がヘラ
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ケズリによ っており、大形のものには体部上半内面に刷毛目状ロ クロナデを施している。

壺BId類 8 I d類の壺は、壺 BII類にみられる短頸壺の模倣品とみられる。体部は府の

張った球形を呈し 、上半付近に蚊大径をもつ。極嬬に小形のものである。器血は内外ともヘラ

ミガキ ・黒色処理で舟各えており、体部下半には前段陪の調整であるヘラケズリの痕跨が観察さ

れる。底部外面には右回転糸切り痕をそのまま残す。

＜壺BII類〉 張 BII類と同様に全体の器形を知りえるものはほとんど出土していない。図化

したものははとんどが口頸部の破片であるが、破/',・が小 さいため甕の口緑部と区別しにくい。

また 、個々に様相を異にしており 、辿霜使用されている長頚壺、広口叙、短穎叙等の器形の概

念をJ,lii¥fiにして分類するに留めた。

〔蓋） 2点出上している。いずれも成形にロクロをイ史用して辺元炎で焼成しており、 8II類

に類別される。 1 . 点は極端に麻い窄珠形のつまみをもつもので、実用化されたものではな〈、

祭祀用に利用されたものと思われる。体部はなだらかにのぴて口縁嬬で）L味をも って強〈折り

まげられている。ほかに 1、点はつまみの部分を欠損しており全体の器形は不明である。体部は

なだらかにのぴて端部が下）jへ祈り曲げられて口緑部が作り出されたものてある。犬井部外面

には、同転ヘラケズリによる再調格が加えられている。

〔盤） l l•: 出 1こしている。ロクロを使用して成形し、辺Jじ炎で焼成したものでBII類に類サlj

される。器翡が低〈体部がかなり内弯ぎみに立ちあがるものである。底部は同転ヘラ切りで切

り離し、再調格は施されていない。

（蝸〕 1 , 点のみである。製作にロクロを使用し酸化炎で焼成したもので、 BI類に類別され

る。 n緑部、体部の形態は喪のそれを外に社かせた感じで、器面濶格はイ本部 l・・半が刷1:l=:l状ロ

クロナテ、体音1nヽ・半がヘラケズリで照えている。

注 1 分類）げを作成するに際しては、邸橋信夫氏が設定した基消．（邸橋 ：1979)を多く参名にした。これ

は、邸低氏力、対泉とした逍跡が本逍跡と近桜し、その年代も爪なる部分が多いことから、 I•しir.・ を比軟uJ
能なものにしようとした、む図によるものである しかし、大筋の桂,v.(托別のJcりなど）は揃えた しの
の、近跡によ って」．．器糸Ill火の内容が相遥していることにも起l刈して、結呆的には細部かかなり伐なって

いる

沿it屈似雄「VI. (2)奈良 ・ 'I'安期の 1器」r主要地月 j{iー関 ・ 北」沫泉1関連jfi跡発掘，t,l介報告・.'~J 1979 

（財）'fll県）'I'蔵文化財センター

注:2 本，I~において、 J.f.Bmmとしたものは、酸化炎で焼成して内外r,LJ面とも再曲務の施されないしのであ

る この種の杯は、＇か焼き土器、土 e,rn+.器などの名称をりえらかている 1沿峠群に比定されうる もので
あるが、概念的には土師質土器に近いとらえ方をしており、広義の慈味で1恥I'/i!'l必系 I・.器をも包拮して

いる ただ、後述する〔4〕〔 5沢6〕節においては、個々の土器で区別されうるものに限って、赤焼き土

器とifi.屯系」：器とに区別して，記述している。
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第6表 出土土器分類基準表

坪形土雑

a. 段あり

（陵化炎焼：）
l . 丸底 b. 沈線あり

A、ロクロ未使用
C • 段 ・沈線なし烈色処

2. 平底 （段 ・沈線なし）

1 竣化炎焼成
（平底）

a. 糸切り無調整

｀黒色処理 b. ヘラ切り無瀾糀

C • 糸切り再出梵

B、ロ クロ使用 II、還元炎焼成 （平底）
d. ヘラ切り再漑緊

e. 不明再哉祭

Ill 酸化炎焼成

、黒色処理なし
（平底） （糸切り無調整）

付表1 杯A2類形態分類基準表

若高：底怪 体 部

8高低く底径大きい a, 直線的に外傾する．． .. ゃゃふくらみをしって外傾する.. ややふ〈らみをしって.iLらあがる
沿高低（底怪9卜さい b, 大き（闊いて“線的に外傾する

b, ややふくらみをしって外傾する

b, ややふ（らみをしって外傾L.ロほ嬬で立ちあがる
b b、 ややふくらみをもって外傾L.ロ謙嬬で外たする

b, 底邪との境に（びれをしち、ややふくらみをもって外傾する
b, 直線的に外傾L.ロ給溢で立ちあがる
b, やや丸昧を{.-,て外傾する

C 岳轟が中・底径大さい C' 直線的に外傾する

c, やや丸味をbって立ちあがる
四が中・裏径小さい d, ややふくらみをしって立ら上がる

d 
d, やや丸珠をしって立らあがる

d, 底椙との境にくびれをbち、大きく開いて直繰的に外傾する

d' 底親との壇に〈びれをもら、ややふ（らみをしって立ちあがる

d、 峰邪との境にくびれをもち、やや丸味をもって立ちあがる

・ 召高高く既径大さい e, “線的に立らあがる

沿高高く底径小さい f, 直線的に立ちあがる

I 
f, 旺邪との境にくびれをもら．直線的に立ちあがる

f, ややふく らみをしって立ち上がる

f, ややふ（らみをbって外傾L.LI縁嬬で立らみがる

It表3 杯 BU類形態分類基準表

若高：巖径 体 部

馨轟が中・裏怪大さい ● I 直線的に外傾する
I 

●,  ややふくらみをも，，て外傾する

塁高が中・慶径小さい b, 直綽的に外傾する

b, やや影みをもって外傾する
b 

大さ く 開いて~(編的に外傾十るb』

b• やや丸昧をしって外傾する

召高低く底怪大さい CI 直線的に外傾する， 
ややふくらみをしって外傾するc, 

岩高低く底径小さい d, 直線的に外傾する
d 

d, ややふく らみをもって外傾する

． 若高高く底径大さい e、 直線的に外傾する.. 直線的に立らあがる
吊高高く底径小さい f, “線的に外傾する

f r, ややふくらみをしって外傾する
r, やや丸味をしって外傾する

BI・ B II類のぐ・d・e類は手法ヒ
の迅いにより、以下のように細分さ！

れる。
韮ヘラケス:•)―W

｛手持ヘラケスりーH
ヘラ ： ガキ一 M

｀ 内調整の部位

1底部全ooH本部下溢
2底部周は十体部下端
3底部全面
4底部周け
5体部下溢

6体部全面＋底部全WI
ex Bl c灯1-HI手法

付表2 ¼,f.B I煩形態分類）炉柑大

器高：底径 1 体

研 低〈 底位）、さし. I A I ややふく らみをしって外傾十る
.' ややt・人をし，，て外傾する

研 Ulく釦怪小さい I ~ I ややふ＜ ，らみをbって外傾する
b, ややい味をしって外傾する

b1 Kきく開いて直篇的に外傾する

虹が中・底径大さい I •, ややふく らみをしって立ちみがる
C > “融的に外傾する

t I かなり九昧ともって立らあがる

雌が中•紐I卜さ い I d I やや~-('らみをしって外傾する

d I d、 やや丸味・をしって外傾する

d' 直線的に外傾する

d • かなり丸疎をしって立ちみがる

巽高高く底径大きい I•, やや·•·くらみをしって立らあがる

•• やや丸味・をもって立ちあがる
研高く底怪小さい I r, ややふく らみをしって立ちあがる

r, やや丸味をしって立ちあがる
／， かなり丸疎をしって立ちあがる

付ー及4 杯Bm類形慇分類基準表

笞 高．庇 径 体

品高紙く妊径大きい ● , ややふくらみをしって外傾tる
a 

やや丸9足をもって外傾する● 9 

笞高低く底QI卜さい b, ややふくらみをしって外はする

b b, ゃゃ丸をbって外傾する

b』 大さ〈開いてil.t翰的に外傾する

器高が中 ・底径大さい ,:, ややふくらみをしって立ちあがる

t Cl “嶽釣に外傾する

c, かな り丸味をtって立らあがる
若高が中 ・底径小さい d, ややふくらみをしって外傾する

d d, やや丸昧をしって外はする

d' i潰的に外傾する

翡高高く底往小さい r, ややふくらみをl,-,て立ちあかる
I r, やや丸味をbって立ちあがる

f, f• 線約1こ外傾する

糀

部

g I>高低く底径が極躍に小さい g 体揺が大き〈闊いて“線的に外傾する

h 蕃高中・蚤径が極蟷1こ小さい h やや丸味を持って立らあがる

I 召応低く底径小さい I Kき〈開いて1/.{鼻的に外傾する

高台付杯形土器

Mi 台 部 lil: 部 Jf 部 ， 形 態
餃化炎焼成 ①菊花状のヘラ刻み＋因絵ロク 0調,.~ (l)器応が高〈て、体部が丸味を
I l,ll:! く直立ぎみに外傾 しって立ちあがる培形のもの
梨色処埋 ②ナテ＋因殺0クo,#j桜 (2)若応が行通で体節が外傾する

B、ロクロ使用 2長く外傾
③討緑0クロ調駁 bの酸化炎焼成

Ill 3. 極端に長く外傾 (3)器高が極沿に低〈て、体邪が
懇色処理なし R全曲〇クロ漏釈 大さ〈開いて外傾する皿形のもの

鉢形土雑

頭部段の有無 形 態 J: の 特 徴

1段あり
a口径に比ぺて器高の低いもの

b□径に比ぺて器高の高いtの
A、ロクロ未使用 （僚化炎焼成）

2段なし
•体部より口は部まで大さ く 開いて外傾するしの

b体部よ ＇）口絃部までふ（らみをもって立ちあがるもの

I. ロ絃部は紐く強〈外反し鳥 体綿はあまり股まずに底部へと移行するもの

B、ロクロ使用 1徴化炎焼成 （段なし）
2. ロ絃部は短く位〈外反し．体部が上半付近でやや張り出すしの

3. ロ絃部はゆる（外反L、体邪が直線的に底部へと移行するbの

4. ロ緑部はゆる〈外反し｀体節が上半付近でやや張り出すもの

甕形土雑

大きさ
頸部段の

最大径の位置 体部穀大径の位汲 ロ 縁 郁 の 形 態有撫

1. 大形 •段あり (1)中央付近 (il大きく外反するも(/)

A oクロ未使用 （峻化炎焼成） 2. 中形 I （口は部）
3. 小影 b段なし (2m 部付近 (i,)直立ぎみにゆる＜外反するもの

I、酸化炎焼成
1. 大形
（段なし）

(I)口緑部 (i)短く外反するもの

2. 小影 (2)体部 (ti)極端に短〈外反するしの
B oクロ使用

II、還元炎焼成

A'ロクロ不使用 （陥ft炎焼成）

壼形土雑

大きさ 頸有部段17)槃
最大径の

体部の形態と最大径の位置
位置

ロ 頸 部 ， 影 懇
(!)Iiぱ真球を里し、中央

I. 大形 付近にもつもの

A ロクロ使用 （酸化炎焼成）2. 中影 （段あり ）
(2)やや屑の張る球影を呈

[I)大き〈外反するしの

（体郁）
し、体部の上牛にもついの

3小形 (3)嶺長の球形を里し、体
(2)直立ぎみにゆる〈外反するもの

部の中央付近にもつもの

• . fl部より直立ぎみに外傾し、口縁嬬
で外反するもの

]、酸化炎焼成
Bロクロ未使用

（段なし） （体邪） （中央付近）
b . .'1部より直立ぎみに内傾し．口は靖
で外反するもの
c. 単純に鉗く外反するもの
d .Ii端に短〈直立するもの

!I、辺元炎焼成
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〔3〕住居跡における土器のあり方

前項において、本辿跡の出土土器の分類を行なった。この分類に枯づき、各9主）古跡の土器出

土状況を表わしたのが第 7表である。これにみられるように、各住屈より出上した土器は一様

なものではな〈、 一定のまとまりをもって｛扁在している。こうした状況は、本逍跡が空間的に

ある程度のまとまりをもち、特定の時間的な幅のなかで営まれてきたことをぷしており、ここ

では、出t. :1~器を辿してみた住居跡相互の関連について言及する。

まず、各住居跡出土の土器の組合せを比較検討し、その先後閲係を想定する場合、その成形

技法はロクロを使用しないものからロクロを使用する ものへと移行し、底部の切り離し手法は

ヘラ切り技法から糸切り技法へと転換すること 、さ らに、調整技法からは大勢として再調整の

あるものから無調整のものへと推移することを前提としている。

（第 I群）

ロクロ未使用土器である杯A類、甕A類、壺A類を主体にし、ロ クロを使用する杯BII矧を

伴うもので、住居跡によ っては戒BII類をもつ。これらは、杯 ・翡台付杯 ・並などのBI類土

器を全〈含まないものと、他少ながら混入するものとで2分した。

<I-a群〉 B I類土器をまった〈含まず、A類土器と杯BII類とで構成されるものである C

この組合わせをもつ住｝舌跡には第11号住居跡があり、tlはA1類 6.•\ · A 2類7点 ・BIlb類6

点 ・BIId類4点 ・BII e類 1点、鉢A類4点、甕はA1 a類2点 ・A2 a類1,'.'.,;、壺はA2a類 ・

A 3a類が各 l点 ・BII Jf(1点となっている。

< I -b群〉 A類十器と杯BII類とで構成され、住居跡ごとにBI類のJイ、 .j•,'紆台付沐 ． 壺な

どを僅かに混入するものである。この組合わせをもつ住居跡には第 9号 ・第12号 ・第13号の 3

棟の住居跡がある。なかでも、多地の追物を出土した第13号住居跡では、杯はA2類l8,1.1.i. ・B II a 

類 1点 ・BII b類3,'梵 ・Blid茂Jil点、鉢A類6点、甕はA1 a類5点 ・A2 a類6,1.'!:・Bll類3

点、壺はA2 a交fi1 /i. ・Bla類 1,'ば、盗BII類 l点となり 、はかに小形手捏土器4.'.¥などがみら

れる。

a群と b群の追いを要約すると次のようになる。 a群の外は、 A類では丸底のものが約半数

を占め、 BII没fiでは再調格のものをも含みヘラ切りのものに限られるのに対し、 b群の杯は、

A類では・f底のものになり、 BJI類では糸切りのものとヘラ切りのものとが混在する。猥は、

a群では頸部と明瞭な段を布するものに限られるのに対し、 b群ではやや形式的なものや段を

もたないものも混在する。また、i1も入する BI類のオ＿器は、それぞれの住｝＇りで器種が異な＇）第 9

号住居跡が杯BI e類ー出手法l.'.'.~、第 13号住居跡が壺 B Ia類 1、点、第12号it.I;片跡が林BIC類
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-Hi手法と HJ手法が各 1. 点、邸台付坪BI 2①類 l.'・知：からなっている。第12号住にやや多い。

〔第II群〕

士器製作に際してロクロ未1史用からロクロイ史用に移行する過度的段階からロクロ技術が本格

的に取り入れられた時期にかけてのものである。杯A類 ・BI煩 ・BII類 ・BIll茂ii. 痰A類・

B I類 ・B11 Jj(、‘並A茂j[・BI岱(i・BII類の他に、鉢A穎 ・BI類、禍BI類などがみられる。

各住居跡によ ってそと構成内容は巽なる。そこで、主な組合せを 3つに分けた。

くII-a1群＞ 林A岱(i・BI類 ・BII類、痰A類、壺Affi・BI類からなり、 A類の土器が主

体を占めるが、 BI類もかなり含まれるものである。この組合わせをもつものは第16号住居跡

1棟だけである。坪はA2類3/i.・Blc癸Ii-W1手法1点 ・BII a類2点、炭A2a類1点、壺

はA1 a類1l,(、・BI a食Ji1点からなる。このように、 I- b,,'Tの構成内容と共辿する要索がみ

られ、断続することな〈そのまま移行したことを示している。壺A類が朱彩されていること、

~B I 類の頭部に.,;_行Ufl き目痕が認められることなどが注目される 。

<IIーむ群〉 杯A度((・BI類 ・BII類、痰AW・BI類、鉢A類 ・BI煩などからなり、 B

I癸!(土器がA災Ii土器よりやや多くなる。杯では BI類かBII類に比べて僅少となる。この組合

わせをもつものには第4号住馴跡がある。作図したものは、林がBI a類 l点 ・BII類6.', 凡鉢

がA度ti・BI知各 1.'.'!:、甕かBI l~j(1 点、、血が B I類 ・8II類各 1.'れで構成されるが、杯A

tf(・Blc類 ・痰A類 ・BI類が破片でかなり含まれる。甕BI 1類、‘並BII類（長頚戒）には

体部上半に平行II[)き目痕か観察される。また小形のBI類並はBII類の知討1:,:位の投ぼ品と思わ

れ、内外1,hjJfiiにヘラミガキ、児色処理が施されている。

くII- b群〉 杯はBIC類、猥は BIWを主体に構成され、鉢BI類、盗BIOれを共伴するも

のが多い。住居蹄によ っては杯A類 ・BI a役fi・BII類 ・BIII凱甕A類 ・BII類などをもつ。

この組合わせに該当する住居跡には 、 第 6 号 • 第 8 号 • 第 10号 • 第14号 • 第19号 • 第21号の6

棟の仕屈跡かあり、第 6IJ・(i: ・I,り跡は、！イ、BIC頷4.'・せ、鉢BI尖j(1.•.'!:、猥 B II類1点、壺BII類

l .'.'!:、塙BI類 1. 点で構成さh、第10り住），サ跡は杯がBIC類3.'¥・Bie類ll.1:・ Bla類l点

・B II度!i1点、鉢B I ~j( 1 .'.'.i.、う!rnI l lii 3点 ・BI 2類5点、壺BII類 1.'閃で構成さ:i.Lる。

外では、 B I C 類が人半を占めるが、第14 り (l:l,1,~跡ではA 2 類が含まれ 、 第JO号 • 第14号 • 第19

号 • 第21りの仕居跡ではBI a類か1-2 .c.'!:i此るし、第10号 • 第14号住屈跡では BII a類が1点

づつ含まれる また、第 8 り • 第14号fi:跡ではBIii類が既に共伴している。BI類のiィ、の再調

悠の手法は、 1111転ヘラケズリによるものか第6号住店跡に 1.•.\みられるほかはすべて手持ちへ

ラケズリによるものである。I山i手法の時間的菜沢は指摘できないが、慨して器商の邸い大形の

ものに回転ヘラケズリによる再調繁を施すものが多い。鉢は BI訛こ類別されるものが第14号

住居跡を除〈仝(i=J,り跡から出土しており 、内!iii黒色処埋したものもみられる。甕はBI類がそ
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第 7表 図示遺物集計表（鉄製品のなかで鉄片 ・鉄滓としたものは図化していない）

~ 高 台 付 lィ、 鉢 甕 壺 必 盤 禍
鉄 製 品 土製品・石製品等

A B l 8 Tl Bill B ） B II B Ill A B J A A' 8 I BIi A B I B 11 BO BU Bl 

I 2 b d Hl¥ 1(3) 以I)公2)2¥3) I 2 1. I • 2昌 2亀 2'b 2b 3b I 2 
1(1) 1(1) 

贋）
1(2) 2(1) 以2) 1 a 1 a 2a 2a 3 a a b C d 

広ロ E顎
鉄片2 土錘- 1a C e a ~ 3 I a I b 2, ↓ 2h 1. I b 2 3 1 (i) (iil lb (i) ii) (I) ii) (i) (ii) (ii) (l} (2) （］） (2) 壺 壺

第1号住居樗 13 4 12 1 l 2 1 1 2 1 1 2 J 4 l 鎌(?)-1.鉄片ー1

罰2号住届俯 2 l l 2 1 1 鉄滓ー 2

第3号住居" I l 2 IP) I I 砥石ー1

第4号住居務 l 6 I I l l I(り 刀＋ー 1、鎌(')-I、鉄滓ー3

男5号住居梼 2 2 6 !(?) 2 I l I I I I 3 鉄滓ー2

IJ¥6号住居I令 4 I I I l 刀7--1、jJ-1、不明一 l

第1号住居椿 5 l z 6 I l I 2 1 J 鉄滓ー1 土錘ー 1、砥石ー1

第8サ住居跡 4 2. I 刀子— l 、 if- l、不llfl-1 砥石ー 1

俎9号1t居n l 4 1 4 2 
2 I I 1 4 I 刀-{--l、11-i、鉄滓ー 2 土錘一 l

昂10¥}住居筋 1 3 1 1 1 2 I 5 1(小） 1 刀子ー1算ー1、if-3.菖金具ーI.不明ー1、紋片ー1 土玉ー 4、砥石一 l

6 7 6 4 1 2 l I 
（極

刀子・-1 砥石ー1第11号住居柊 4 l ト）

J(') 71-1--1、鎌ー1、jJ-1、鉄金族ー］
小影手捏土邑ー4.土玉ー1、砥石一

第12号住居け 15 2 1 1 I 2 2 2 1 2 l..fi嬰訪饂卓ーI.土製紺憧皐-I

第13号住居り 18 l 3 1 I I 4 3 2 5 1 3 I I 1 不明一 l

第14号tr居符 I 2 I I(?) l I I~)• 鉄滓ー 1、鉄片ー1

累IS号住居停 3 2 I t I I l I I I l 屈律状石製品ーJ、土錘ー1

屑16号住居抹 3 I 2 l I l l 紡錘車ー 1 土錘-1

昂17号住討格 7 I(り 刀子ーI.Ill-2み.f（ f-I ,I! ばさ金具ー2.結ーl. 土錘ー 1
眉い） 1 ガの 11-1 I~ll.-1 鉄片ー1

-
沿18号住居藉 16 6 l 3 13 J(') 2 I ]{') I I l I 2 

第19号住射梼 1 3 l I l l I 釘ー 3 、木工具の基部(•)-I

男20号住屈柊 4 l 4 1 I L I 2 1 1 I 3 釘ー4

第21号住,I,;跨 I 2 I I 鉄棺ー L 土錘ー1

第22号住居惰 5 2 l ， I 3 1 I I 2 l 7l+ー1 土錘ー 1

第23号住H鴇 3 3 1 2 J 平のみC• l-1、釘ー 2、不明ー 1 石製勾王ー1、土錘ーI.

第1号井戸惰 l 5 2 2 JP) I 1 1 4 I(?) !(?) 鉄片ー2 小形1屯捏土器一l

第2号井戸片 5 6 35 6 8 7 5 11 I I 2 2 I 1 



の大半を占めるが、Ati((!)梨が破l'i"なからもはとんど住），叶粉で共伴する、,:':(は13II kr((I) 1j__; I I、,:':::.

u号化位か~8号 ・ 第 19号住店跡を除く令(i:居跡て/ILi:している 翡台付外はま った</l¥ I: して

しヽ なし'o

〔第Ill群〕

杯BIaUi・Blllifi、甕B1 Wを中心に構成さ iL 、}イ~BlcW 、 1::;台イ・Jtィ、BI lCt・8 Ill Hlを共
伴するいのである 住}0l}跡によっては凡BII類、 l!t8 II lfl、',祇BII Ht、鉢BIHlか混入する

この組介わせをもつものには~I 号 • 第 2 号 • 第 5 号 • 第 7 サ • 第15',;-・第 18 サ • 第20 サ • 第

22号 • 第2:iサi主屈判,(1)9棟か該当し、第3号住屈跡がこの群に含まれる可能ti,(,もつ

1号住t,サ跨は、外BI a煩13.、.'!.・B I c.t!l 4点 ・BIll類12点、,:ヽi台付外l3I Ml 2 .•.'!. ・B Ill Hl 3 .•.'!:、

鉢BI類3.•.\、 ~~B J 1 類 5.•.'!: · B I 2 類 4 点 · BII類1.'.'.i. で構成さiL、18引i:J、r;-跡は、払B

I a1fil6/.'. ・B I c~ll 6 h. ・B I e灯fll l1: ・B Il a~(i 3. れ・BIll Xfil 3. 点、 1閲台イ寸iィ、 H I ~tt-t.'.'!. · B

III'tii l、1ば、鉢Bl .l'.fl 2点、猥13I 1 U(l .'.'.(・B l 2~![ 1 .'.1.'. ・B II W 2 .1.'.S: で構成さI.Lる H、13II 

川は破）「て出上したものも加えれば、はとんどの住居蹄に含まれるか、 l -2 .'りと数は少ない。

B I ciJl・B I eW(l)杯は第15サ住居跡を除〈全住｝，｝跡でかなりi昆入する。杯8111tfiは杯のなか

での割合かおおよそ‘日数近〈を占めており、第 5 サ • 第22サ住居跡ては‘ド数をやや越えている

麻台付杯Blt(i・BIII瑣が共f「するものもこの計の特徴て、 BU((に|ぶすものは全住,,,;蹄て出

1-. しており、Jイ＜部か椀形を且するものか圧倒的に多い。店台Hlィ、Bllltflは相対的に出上：，；か少な

く、第20り..第22り住居跨には必められない。B I ~fi(l)~~ では、 IJ'*部力極端にP.i〈なるもの
もみられ、第 1•,;- . 第 2 号 • 第 5 号 • 第20 号 • 第22サjj訊跡より/l'.,. し、ロクロイ湘詞j(l);¥''W 

のi~か第15号i主l,1}跡でl.'.'.'.,;2. められる B 11.!iの鉢は第15 サ • 第20サ{i:I,•;-~以外の住,,,:ffl・ で共

nする。
このほか、このerに屈すものと思われる住居跡に第3号fi・屈跡がある 第 1り住居％と ifl桟
関係にあり、第 1サ住居跡より新しい 当住居跡の組合わせは杯8l c Hi 1 .•\ · B II b Jfl I /1. ・ 

B Ill~Ii 2 l.(、鉢 AM! l l•: 、 な屯 B I 1 irt l .'.¥・ 痰A'k{[1 .1.1.i. で枯成されるこのように追物は新IU
のものか混在し、 1i}j-祇群を明確にし雅いものであるが、第 1サ住},i柑介との1T叶Ill関係からみて第

Ill群以前には潮りえないことは明白である。ここでは一応第Ill群に己括する

〔第1V群〕

杯は8III t([のみで構成されるもので、：貶はBI類が少1,Ul豆人する この組合せをもつものは

第17号{i.屈跡l棟に限られ、杯BIll J.!l 7点、喪BI2 W 1点をもつ BIll Wの杯は第11-b群、

およぴ第Ill/拌にみられるものと色調 ・焼成が朽 i:}'(なリ、亦味か強〈やや辿'!'(である ただ、

器形そのものからは明確にlメ冴I]てきない。
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(4〕 出土土器に関する問題点

〔第 1群土器〕

第 1群土器はロクロ未使用の土師器を主体とし、ヘラ切り、およぴ糸切りの須恵器杯を共伴

するものである。 I-b群の住居跡ではロクロ使用の土師器坪．裔台付杯 ・壺などを 1~ 2点

混入する。

本地方（北上川中流域をさすー以下同じ）における 、成形にロクロを使用しない土師器につ

いては、近年の発掘例の培加によって査料が整い、器種 ・形態 ・調整技法などから何期かに分
（注 l)

けうるものであることが分かってきた。本辿跡のj;,j~形土器の場合、すべて口径が15cm内外の小

形のものであること、体部外面に段 ・沈線の痕跡をかすかにとどめるものが数例みられるもの

の、それ以外のはとんどのものがまった〈段 ・沈線をもたないこと、底部が体部との境に画然

とした綾をもった平底を呈すること、などからロクロ未使用土師器の蚊末期に位沼づけられる

ものであろう。と〈に、 I-b群の杯は、平底のものがほとんど占めており、先年対馬式とし
(rl 2 l 国 3

て理解され、最近では国分寺下陪式の一範絡として論じられている宮城県対馬辿跡出土のもの

と極めて類似する。共伴する須恵器外は、 I-a群がヘラ切り再調照のものと無調整のもの、

I -b群がヘラ切り無調整のものと糸切り無説整のものというあり方を示している。本地方に

おける追跡で、ヘラ切り技法による須恵器胚に伴う土帥器邸の内容をみた楊合、ロクロ未使用

杯に限られるものから、ロクロ未使用杯と使用杯が共伴するもの、ロクロ使用iイくに限られるも
(rt 4) 

のまでかなりの相途がみられ、集落の形式要l応の違いを考えるとしても、ヘラ切り須忠器それ

自体にかなりの時間的な幅をもっているものと思われる。このなかで、とくに I-a群にみら

れるようなロクロ未使用士器と共伴するヘラ切り須恵器外の生産地の検討は、本地方における

窯業生茜開始の年代、およびロクロ未使用土師器終末の年代と密接にかかわる問題である。こ
Id 5 

の問題には諸説があるものの決め手に欠けるためここでは触れない。ただ、土器の製作技法の

共i半1刈係 ・組成内容は逍跡の性格が色沿く反映されるであろうし、まして七師恭と須忠器の共

伴比9半の問題にギっては単に時間的な面からの検討のみでは解決されえないと考える。

また、 I-b群にみられるロクロ使用土師器は、第9号住屈跡が切り離し技法が不明の再調

整外1.'.¥、第13号（土居跡が穎部に平行叩き目痕をもつ大形壺 l点、第12号住屈跡が糸切り再調

格の杯2.点と椀形の外部をもつ心j台付胚1点とそれぞれ異なっている。と〈に第13号住居跡に

みられるように、大形の器形（壺）も杯と同時に出現していることに注目しておきたい。

〔第II群土器）

1こ器の製作にロクロが本格的にとり入れられた段階の1疇．器群であるが、その進行過柑．によっ

-330-



て3つに細分してある。

II-a, 群はロクロ未使用土師器とロクロ使用土師器がほぼ均等に出土するものである。これ

は、ロクロ未使用からロクロ使用に移行する過渡的様相を示すもので、 I-b群と共通する要

索をもちながら断続することな〈移行している。こうした転換期の様相を呈する代表的な遺跡
（注6) (注7) (注8) rt 9 

例には、江釣子村猫谷地逍跡、北上市尻引逍跡、藤沢 IC逍跡、金ヶ崎町謀谷野原II遺跡、お
（注10)

よぴ江刺平野上の沖梢微裔地面に立地する力石II遺跡などがあげられる。これらの諸遺跡では、

ロクロ土師器沐 ・ 小形甕 ・ 長胴甕がロクロ未使用小形痰 • 長胴甕を混えて同時に出現し、共伴

する須恵器胚はヘラ切りのものと糸切りのものの双方がみられる。本姐跡の第16号住居跡の場

合は、ロクロ未使用の外 ・猥 ．壺に伴ってロクロ土師器外 ・小形痰 ・大形壺が出土している。

ロクロ土師器杯は、 I-b群にみられたものとは器形 ・再調整の手法が異なり、やや大形で回転

ヘラケズリを施したものである。大形壺は第13号住居跡(I-b群）出土のものと同一であり 、本

遺跡では大形の器形へのロクロの森人が甕より壺が1袋先していたことを窮わせている。ロクロ

未使用壺は口頸部に朱彩を施したものであり 、本地方においてもロクロ未使用上器最末期の遺
（注11)

跡に多くの類例がみられる。須，恵器J:{ヽは糸切り無調整のものに限られる。

II -a2群の土器は、 a1群の土器群よりややロクロ使用土器の占める割合が坪l1JII し、 J;,(~では土

師器より須恵器の方が多い。土師器外はロクロ未使用のものとロクロ使用のものとが混在し、

後者には再調整を施すもの （破片）に混って無調整のものもみられる。須．恵器杯は糸切り無調

整のものに限られる。土師器甕はロクロ末使用の長胴甕がかなり出土しているが、ロクロ調整

のものもみられ、体部上半には平行叩き目痕を有する。須恵器の紅頸並の器形を投｛放した内外

黒色処理の土師器壺も出土している。

II-a2群の土器はII-a1群のそれとほぽ共通した内容をもっており、 一括されうるものとも

思われるが、ロクロ未使用胚 ．甕の占める割合の減少、須恵器杯の多屈出七、ロクロ未使用壺

の消滅等の新しい要素を勘案して 2分した。

II- b群の土器では、はとんどの器種にロクロ技術が本格的に取り入れられている。土師器

杯はすぺてロクロを使用したもので、再調整を施すものが大半を古める。この再調格の手法は

手持ちヘラケズリによるものと回転ヘラケズリによるものとが枇在する。両者の前後l関係は不

明であるが、 I-b群の杯は前者に限定され、II-a群は後者のものがはとんどを占めると

いうような没然とした傾向を現うことができ、共伴逍物の検討、出土絶対絨からみれば、回転

ヘラケズリによる再調整は特定の時間的な幅に包括されうる手法といえる．痰はロクロ未使用

の長胴疲が少哉含まれるものの、多くはロクロ調整によるものに移行している。ロクロ成形の

鉢がかなりの割合で出上し、内而ヘラミガキ ・ 黒色処理のものもみ られる。一 ）i 、 ~-S 台付Mヽ が

まった〈土器組成に加わっていないこともこの群の特徴として指摘できる。
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{rlcl2) 

また、赤焼き土器杯も少爵含まれる。このような酸化炎焼成の胚は、所諧須必系土器とか、太
{i1-.IJ) 

m方八丁遺跡であかやき土器とした須恵器の時代的変化として把えられうるものとは異なり、

軟質無調格のもので、器形も土師器のそれと共通するもの（第28図等参照）が多い。なお、第

6号住居跡より出土した禍は（第23因8)はやや特異であり、一般に次の第Ill群土器と共伴する
(ll.14) 

ものとされている。形態上の特徴としては、江釣子村猫谷地逍跡 ・北上市相去逍跡出上のそれ

よりも口緑部が長〈、体部も丁寧な刷毛目状ロクロナデで調整されるものである。

〔第Ill群土器〕

土師器jィくが糸切り無調條のものを主体とし、赤焼き土器杯がかなりの割合で共伴するもので

ある。fl:t調悠を施す上師器杯も出土しているが、その出上比率はII-b群に比べて極端に小さ

くなる。これは、製作技術の簡略化と大凪生産に直接結ぴついたものと思われ、住居跡l単位

内の上器の出土：；しが若し〈多〈なる。一方、須恵器杯の出土祉は僅少であり、元形品でははと

んど出七していない。大形の長ijj,j痰は、口緑部がやや短かくなっており、少址ではあるが極端

に知〈なるものもみられる。体部の形態はやや丸味が強くなり 、体部に蚊大径をもち大き〈脹

むものが多くなる 。 体部下半に施されるヘラケズリも他のものに比べて机い，•~(に特徴がある 。

新しい要索として翡台付胚が出現し,.f靱I]には土師器と赤焼き士器の杖方がみられる。土師器高

台付坪は心冶部分が短〈て杯部が器麻の邸い婉Ifクを呈するものと 、翡台がやや長〈杯部が普通

の胚形を呈するものとに分かれるが、前者の出土祉が多〈、内外両面にヘラミガキ ・見色処理が

施されている。鉢も共伴するが、口糸紺部がゆる〈外反して、直線的な体部を持つものが多〈な

る。

この群に多屈に出七する糸切り無調整の赤焼き土器杯は、II-b群のなかにも既にみられる

ように、ロクロ技術材入後あま＇）時間をおかずに出現しており 、須恵器生産の系精下のもとに

出現したものと簡単に割り切ることができない。焼成方法のよりどころとされる黒斑の有無に

もその双方がみられるし、黒斑がみられないものでも、赤褐色で硬質のものはほとんど認めら

れず、燈色系統の救質のものが目につ〈 。ただ、第Ill群土恭は、本地）iにおいて本格的に須恵

器生産が行なわれ、それか将及した時期に愁＇俎される可能性が強〈 、土器組成の内容からは赤

焼き土器胚が須忠器胚を補完するかたちで出土していることに注目しておきたい。

また、第III群上器は、杯形土器全体のなかでの赤焼き土器杯の占める割合、須必器杯の共伴

（いすれにしても批的には少ない）のイi無、土師器高台付u:の形態、土師器長胴殺のIJ緑部の形

態等をJt準にして細分される LLF能性をもつか、こうした枯準のすぺてを充足させる共通の特徴

を抽出し難いため一括してある。今後の課題としたい。

〔第w群土器）

杯か赤焼きい器胚のみで桃成されるものであるが、これは第II-第Ill群にみられたものとは
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異なり、赤掲色を呈する硬質の土器群である。これは桑原氏らのいう須忠系土器と同類のも

のと思われ、比較的器麻の邸い大形のものである。この群の土器を出土する住居跡は 1棟と敬

が少〈、遺物の絶対凪も少い。このほか、須恵系七器と思われるものは他の遺構にも少罷なが

ら認められ、第9. 第10号溝の上層、第 1号井戸の最上府（第93図17)などから小形のJlll形を

呈するものが出土している。

注 1 r.~ 橋は雄 1979 「北J.:川中流域の古代集落」 日本名占学協会昭和54年度大会研究発汲（子定）
注 2 氏家和典 1957 「求北上師器の型式分類とその紺年」 『歴史』第14柚

沖:3 桑lfi.滋郎 1976 「東北北部およぴ北海道の所ボ第 1印式のJ・.帥器についてJ r Y,・ 占学雑誌』

第61巻4号

小井JII和犬 ・麻橋守兌 1977 「宮城県対馬遺跡出十．の t-.器J r宜城史学』 5号

rt 4 ヘラ切りin恵器杯に伴う土師器杯が、ロクロ木使用杯に限られる住1片跡には、江釣子村猫谷地遺跡 ・
北J.:,fj藤沢 Ic遺跨などにみられ、ロクロ未使用杯とロクロ使用杯が共伴するIi:居跡は、猫谷地遺跡 ・北

しIi}Ji砂1遺跡などにあり、ロクロ使用J.f.に限られる住柑跡は、水沢市真，城ヶJi:団地遺跡 ・盛岡市太田方

,1. J・追跡などにみられる。

沼山源i'I,治 1977 「2 ロクロ未使用土師器の終末とロクロ上師器の始現の問題」 りJ砂l遺跡洪介

報告，'fJ 北 I・市教if委H会

注 5 伊住博ギ； 1976 「岩-r--県の古代ヒ器生廂について一須必器とロクロ 1潅直器の索抽ー」 r岩手史学研

究』第61号

沼山源如合 1972 「2 ロクロ未使用土師器の終末とロクロ土師器の始視の問題」 り凡り1遺跡改企

報作，If』 ~t I・. 市教行委H会

佐久llH翌 1978 「奈良 • 平安掛j七器の'¥'1式学的分析ー岩T・県描谷地jfl防出 t-.!・. 器の分析を通して一」

r名古学研究』第25巻第2号

往 6 1iii/11tf: 5 rふ,,-学研究J 第25~第 2サ

注7 tiり出注5 r尻り1逍跡，湖介報告.'f』

注8 (財）岩手県JI距磁文化財センター 1977 rliぷ沢 IC. Ii蛤沢 Id逍跡発掘，悶1f.現地，況ll)j会ft料』

ii: 9 ,iii/I准 s rFrl・ 史学研究J 第6]号

即 0 (財）岩手県Jり,_,磁文化財センター 1979 「力石IIill跡」 r主要地方；li-ll!l・ 北 I.線関連j且跡発掘調

介報告，If』

注11 北上,1i藤沢j且跡・北J.:iii尻ウ 1辿跡 ・ 水的li~iW遺跡などにみられる。

il:12 ,.[,iゑ雅樹 ・桑1が、滋郎 1972 「東北地方における占代上器生廂の展開」 rりむ`門＇雑，ふ』 57を3サ

岡l:ll必弘 ・仝原滋郎 1974 r 多 1'l城周辺における占代杯形」•器の変遷」 r・,:r城県多買城跡研究紀要

- !-』

桑原滋郎 1976 須・'と．系上器について」 r束北名古学のof.問題』

注]3 盛岡Ii教甘委1-i会 1979 r太田方八丁遺蹄一昭和53年度発拙，渕介慨報J

加 4 tiりti堺 5 r名古学研究J 第25咎第 2号

ii'.l5 1i1J11¥ii'.l2とf,;Jし
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〔5〕遺跡の構造

前項において、土器群の構成についてみてきたが、ここでは、これらの土器群の前後関係と、
（柑1)

それら土器群を伴う各逍構の居住区の構成とを検討するなかで、本逍跡の村落としての構造に

ついて若千触れてみたい。ただ、調介区域幅が17m強と狭い範囲に限定されているため、逍跡

全体の構造の解明に強い制約が加わっていることは否めず、ここでは、単に調杏区内に現われ

た各時期の辿枯の配約形態についてのみ記述する。

第I-第N群に大~lj された土器群はそのまま時間的差におきかえることが可能であり、第 I

～第w期として把えられる。また第 II詳 • 第 II群の各小群も一応時間的先後関係をもつものと思

われ、第 I期は a→ b群、第II期はa,.. ・a2群→ b群の関係にある。しかも、第II-a群は第 I-

b /作と共辿する特徴をもつし、第Ill群は第II-b群的要索を多〈もつことから、第 I群-Ill群は

第 I期→第r:期→第Ill期として大きく断続することなく移行したものと思われる。ただ、Ill群

上器から N群上器への移行が、骰料的に僅少てあることも伴って 、 II寺 r~l的な間隙性をもつもの

なのか直接推移するものなのかを明確にできなかった。

〔第 1期の集落構成）

第 I期の追構には、第9号..第1 1号 ・ 第12号 • 第13号の4棟の住届跡と第 2号井戸跡が該当

する。いずれも北辺にカマドを抹つ住居跡で、I-a期に相当する第11号住が北辺の中央部に

付設され、 I b期に相当する他の 3棟が北辺やや西寄りに付設されている。 I -a期の11号

住J,,;-跡は〈り抜き式の坤近をもち、 I-b期の12号、 13号住居跡のカマド{Rlj壁には土師器甕が

必材と して禾IJJりされている。はかに、第 I期の住居跡の特徴として、貯蔵穴状のピットをもた

ないこ とやはは明確なn穴を確品できることなどがあげられる。また、竪穴の規成も大き〈、
床伯i栢で24面を越えるものに限られる。第2号井戸跡は第I期の住居跡に伴うものであること

は確尖であり、構突年代は I-a期に併行する時期と考えたい。

第I期の逍構群は、発掘区のぱぽ中央に位謹し、井戸を1廿lにして南北に 2棟ずつ配附されて

いる。）1: 戸と ft!けとの空間構成があまり顕苫に現われておらず、第I期の居住区が微邸地中央

の比較的狭い範囲に限られていたことを硯わせている。また、 EG59住とした未調介の＇翌穴は

検出作文時の：I¥ l. 逍物 ・規校などから第 1期に属すものと推定される。

〔第II期の集落構成〕

第 II 期の追構には、第 4 号 • 第 6 号 • 第 8 号 • 第 10号 • 第14 号 • 第 1 6号 • 第 19号 • 第21号の

8棟の住屈跡と第1サ）卜Ii跡とかあげられる。このなかで先行するものと思われる II-a期の

迅枯には第16りと第4号の 2棟の住｝』跡があり、いずれも束辺南祈りにカマドが付設されてい
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る。第I期の住居跡に比較してカマドの付設位置のみでなく、

竪穴の規校もかなり縮少され、床面積が16.5-17面となる。

II- a期の 2棟の住居跡にも若干の先後関係をもつものと思

われ、 a1期の第16号住は平面形がほぽ正方形を呈し、後続す

るa2期の第4号住は南北に長い長方形を呈する。

II- a期の逍構群は第 I期の逍構群の居住区をそのまま継

承することな〈、その外側に位沼している。第16号住は第 I

期の居住区の南端と近接し、第4号住は北にややはずれて配

骰されている。

II-b期の逍構には、第6号 ・第8号 ・第IO号 ・第14号 ・

第19号 • 第21号住居跡があり、 カマドの付設位骰によって、
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南辺にもつ第 6 号 ・ 第 8 号住居跡と、束辺にもつ第10号 • 第

14号 • 第 19号 • 第21号住居跡とに分けられる。竪穴の規校は

床面積で7-I9m'と全体に小さなもので占められるが、個々

の住居跡では、 19号住 .6号住の小規模のもの、 14号住 .8 

号住の中規段のもの、 10号住 ・21号住の比較的大規松のもの

とに3分され、それぞれに斉一性か認められる。また、 II-b 

期の住居跡にみられる特徴として、明確な貯蔵穴状ピットを伴

うようになることがあげられる。第1号井戸跡は第II期の住

居跡に伴うものであるが、いずれの小群に属すかは不明である。

井桁最下部の出士遣物からみればI-a期のものとも想定さ

れるが、逍物が極めて饉少であることから確証に欠ける。す

くなくても住居力渭りえる II-b期には構築されていたことは

確実である。

II-b期の逍構群は、井戸を中央に据え、北側に 3棟、南

側にも同じく 3棟の住居跡が位附し、翌穴の規段で3分され

たものがそのまま南北に一棟づつ配沼されている。その居住

区は、II-a期の居住区をそのまま屯複して継続利用してい

るが、第I期の肘住区は空間として残される。こうした空間

5~ 
第120図
時期別遺跡構成図

構成は、村落共同体成貝の結集地点たる広場的な性格をもた

せたものと思われる。したがって、共l叱］生活の舞台となるペ

き空側の中央に位四する井戸は、当然のことながら共同体成
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以の共lnJ,flj用にかかわるものと把裾するのが妥当であろう。

（第[If期の集落構成〕

第 Ill 期の逍構には、第 ・1 号 • 第 2 号 • 第 3 号 ・ 第 5 号 • 第 7 号 • 第15号 • 第1 8号 • 第20号 ・

第22 号 • 第23号の各住届跡があり、本逍跡では第I[[期に入ってもっとも住居が増える。また、

第 7 号→第11号→第 6 号 • 第8号の推移が想定できる 4条の溝も第Ill期にJ屈するものと思われる。

第 2 号 • 第23号住居跡が南辺の東寄りにカ--:;・ドをもつ。それ以外の8棟の住居跡は束辺にカマ

ドが付設されるもので、このなかには燃焼部の長い大形のカマドをもつものがみられるように

なる 。 翌穴の規校は第 I[[期に入っ て大形化し、第 1 号 • 第 7 号 • 第18号 • 第22号住居跡など床

由i梢で20rn・ を超えるものが出現する。

第III期の追構群は、中央の布IHIをはさんで南北に 5棟づつ配沼される。 II-b期の1舌仕区は

はとんどそのまま継承して、その外側に拡大して占地している。このことは北側、南jttljともいえ、

と〈に南恨l」では微高地の緑辺部にまて拡がる。住居の妍加がそのまま居住区の拡大につながっ

たものと千だ（される。

多 :,1の逍物を出上した第 1 号 • 第18サ • 第22けの大形住居跡はこのなかでも"核”となる住居

とも想定でき、と〈に牒耕具をはじめとして多i1tの鉄器を伴出した18号住居跡は注目される。

概して、第II期にははとんどみられなくなった鉄製品が第I[[期に至って妍加しており、新1BI片l

発をも含めたJ悶業生産力の向」-.に大き〈寄与したものであろう。

（第1V期の集落構成）

第 1V期の追構には第17号住屈跡、第 1 号 • 第 4 号 • 第 8 号 • 第9号の4条の溝跡、第 1号 ・

第2り方形溝状逍跡がある。第17号住居跡は、竪穴の規校が小さ〈床1tiiの裔さも他の住居跡に

比ぺてかなり邸くなっている。カマドは検出されておらず、調介区外の南辺西お・り、ないしは

西辺南‘岱りに付設されていることも考えられるが、むしろカマドをもたない住居となる可能性

力強い。,i面ヒには炉跡とも名えられる焼土面が数ヶ所認められる。

第1V期の追構群は、住居跡が調介区南jJllJに検出されたもの 1棟に限られるため、逍跡全体に

おける）i1f Li: 形態は不明である。ただ、ふり11'区の北端と南端とに検出された大溝は、第N期の集

沿を囲紋する区,~rj溝としての機能が名えられ、居住区はこの内1111」に設定されていたことが予想

される また、南fl!IJ大溝のやや北側に検出された 2)-Jiの方形溝状追構は、該期の埋葬形態をボ

す一形式とも愁迫できる。

以Lの時期区分に人らなかった直構に各種ピット類がある。出上逍物から時期がはぽ判明す

るものには、 No.3ピッ ト.'.'.J'l.6ヒット・No.7ピットがあり、第II-b期にK印すものと、思われる。

No. 2ヒ／ト・焼 l:追構はNo.3ピットと有機的な関連をもつものと推定され同一時期に入れる。
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このなかで、 No6ビット ・No.7ピットは位壊となる可能性もある。楕円形を星する土壊である

No.4ピット ・No.5ピソトは、その形態からみて硲塙となる盗然性が強い。逍物がNo.5ピットの

底暉より出七したロクロ未使用喪の蔽片 1点に限られることに疑問は残るが、一応第 1期に屈

すものと名えたい。もしNo.6ピット・No.7 ビットも位J廣となるならば、第 1 期 • 第II期とも居

住区の外方にぶ仕域が設定されていることになる。なお、残るNo.1ヒ°ソト ・No.8ピソトは所属時

期が不明であり、 No.8ピットは第 9号溝に蔽壊されている。

袢:l 本地方における占代村i吝と律令制の関わりを検討したものに、 ru近ではHり滋博f；氏の研究があり、本
項での分tli方法などはこれに啓発されるところが大きい。

｛｝淋悼、名 1979 r奈良 ・‘阿安時代の村i冶構迅とその特質J 名古学研究会岩「文部3月例会報告要旨

〔6〕遺跡の年代

削項において、十器の群別構成を検討し、それを伴出する逍構の先後関係を把据することに

よって追跡の復元を試みた。これを通して得られた,.• ~ 柄をもとに、本逍跡の年代について述ぺ、

まとめとしたい。

第 I期の追構群は、ロクロ未使用土器の最末期の様相を里するもので、最も占いものと思わ

れる第11号住居跡でもヘラ切＇）須也器胚を共伴する 。第 9 号 • 第13号住居跡からはロクロ土師器

が1炉ずつ出土している。こうした十器紐成は、一般集治において十帥器製作にロクロ技術が荘

入される1(1甘り、 1fC後の時期的段陪を表わすものであり、ここでは、本地）iの犯落にロクロ技術

カ匁入された時期が問題となる。 9枇紀のり附t:代、それも初頭に近い時期にロクロ士師器が出

現することは、胆沢城跡 (802年必党）、あるいは太Iii方八丁逍跡 （ぷ波城挺‘心地ー803年造営）

の出土逍物の内容からみてほぼ妥当な想~と息われ、胆沢城跡からわずか2.5kmの距離に位骰す

る本逍跡には、こうした先進技術があまり時間をおかずに波及したであろうことは想像に難く ．

ない。ただ、 I-a期に屈す第11号住居跡ではロクロ土師器をま ったく含まず、ヘラ切り須恵

器杯のみをilも入する。本地方における窯業牛産の開始は 9世紀）iり半代の兄分森窯業地の形成に
ii I 

始まるとされており 、このヘラ切＇）須恵器杯か搬入品であるのか、それとも地元生産品による
I rl 2 

ものであるのかか間逍となる。この問題に関しては明確な解答を提示できないが、第11号住居

跡の翌穴の構辿そのものは奈良時代的様相を色沿〈残しているものと、iえる。ここでは一応、

第 1期を 9世紀の初頭、それもかなり早い時期に比定してお〈 。

第II-a期は、土帥器製作にロクロ技術が将及した段1;行のもので、ロクロ未便用土師器に混
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って相当:,::(1)ロクロ土帥器を共伴する。一方、第II-b期の住居跡群においては、ロクロ土師

器を主体とし、｛背少のロクロ未使用土師器が付随するという点からみて土師器製作技法の転換

期に駈すとはいえ、ロクロ技術がはぽ定府した段階に位沼づけられよう。第II期に属すロクロ

韮 Ii器杯のほとんどに二次的なヘラ調整が施されていることもその特徴にあげられる。 この時

期的段階は第 I期からそのまま移行するもので、第II期の遺構群は 9世期前半代から中策にか

けてのものと名えられる。
,f J) 

第III期にh斥す迅構群と同様のj--器を出土する代表的な辿跡には北 1-.市相上逍跨がある。本逍

跡で杯BIii食!(とした赤焼き土器は、相去逍跡でB,土器としたものとはぽ共通しており 、同渠落

内で須恵器牛府が開始される以前の相去 I期に属すものとされている。ただ、相よ逍跡は集落

内に登窯を伴った烹業集落的要索が強く、その土器組成の変造が本地方のすべての集沿にも該

当するものとは名え難い。柑上迅跡において、須心器生産が本格的に展開される相去Il期の段

階では、B1ヒ器が消減し、長刷痰は胴のふくらみが大きくなるものが多くなる。これに対して

本逍跡の場合では、相ldI期に相当するものと思われる 11緑部が短〈て体部が張り出す長刷甕

を/]',」する住居跡でも 、赤焼き土器胚が多：,:: に伴出し 、 ~ti忠器杯ははとんど含まれない。 こうし

た1ヴ実からみれば、第III期にみられる酸化炎焼成の赤焼きj・・器坪が、いったんはすぺて辺元炎
,1 -1 

焼成に統一 されたのちに須，1は系土器へと1'1的転化をとげていくものと名えるよりも 、その焼成

技法がそのまま主流を占めながら須恵器生茄の森退と紺］を一にして須忠系の，J）；焼き土器へと変

造していったものと解したはうか納得がい〈ようである。このことは、9冊紀後半から10世紀

の前半代にかけて隆盛期をむかえるとされる瀬谷f・窯巣地と極めて近接した柑離にある本逍跡

においてさえ、 ~J'l必器杯の共伴比率が極端に少ないという '―,-~実によ っても庭付けられよう 。た

だ、こうしたil:り方は、追跡のもつ特殊な性格 ，疫囚が反映した個月I]の1叶夕りとなる可能性も否

定できず、今後の類If,'/化が可能な追跡例の培}JIIをまちたい。第III期は、第II期から断紐するこ

とな〈移行しており、その年代を 9世紀後菓から10世紀中栄にかかる時期と理解しておく 。

第 1V期の逍構群に伴う出J~.逍物は極めて糀少であるため、その内容に関しては不明な点が多

〈 、 第 III 期とのつながりも明確にできない。 前述したように、 ~j'(;も系i:器出現の契機を、須恵

器,~_ ,,和の甜i少化と、赤焼き t器にみられる酸化炎焼成の一般化とが結びついたものと名えるこ

とができるならば、本逍跡における第Ill群土器と第1V群土器との間にあまり長い時間的な!ill隙

ヤ[:をもつものとは、思われない。第Ill期と第1V期のli¥Jに糸切り佃証闘整のj・・r.,1i器杯を上体にし、須

恵器杯力<-fll''',:1いしfl'する」；器群が介イIする可能性を元令には否定できないが、この場合でも赤

焼き!・器外が、 ~fl恵器との柑iU:関係をみせながらも遥冗炎に統一 されることな〈、それらのなか

に晶人する条件が屯各っているものと名えたい このように名えればこそ、本地方において、須

心盛と介、焼き土器とが混在し、さらには須恵．系土器とIf..別されうるような．児班 をもつ赤焼き土
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器と姐忠系上器が1凶するというような L器糾I成のあり）iに一定の北明がつ〈のではなかろう

か。絶対年代に関しては明確な根拠をもなたいか、第N期を10世紀の後築に比定しておく

蚊後に、第IJり1と第II期との関連についてt.-1気付いた、'・りを提起しておきたい。第I期の住
居跡はすへて北辺にカマドをもつ大形のもので、住居の構造、カマドの構袂法などからみて入

念な配堪かみられるものてある。これに対し、第II期の仕｝，サ踪は束辺、ないしは南辺にカマド

を付設されるもので、住｝、りの構造、カマドの構袂法にも第 1期と比ぺてかなり簡略化か進めら

れている 両者の迩いは、 Illl: 土i:;.そのものにも人・きく反映しており、そこにはっきりとした

文化(Iりな凡異を必めることができる e

さて、本地}jにおいて余良時代のものとされる住居跡は、北辺にカマドをもち、 4,t,: の柱穴

は方形フランのほぽ対角線 I:に位笛するのが辿例となっている。この北l••l きの仲追は、冬Jり］に

北西のそ節風が強烈に吹きまくる本地}jにおいては極めてイ；合理な尖状と；iわなければならす、

束向き、ないしは1til11lきの神道こそ介理的というものであろう。この問題に1対しては極めて傾
11 s 

聴にf1/1する兄解 （松,t,::1976)がある それによると、北向きの神迫をもつことの合則性は、

稲作にとって苛"1,な!'i然閑様にあった辺埼地における 、太賜に対する異常なまでのfJffllに）店つの

〈ものとし、こうした信ffllは、村洛J~I.. J体の規制に投打ちされて長年の粘神的な伝統として守

られ紐け、占代fl'令制の関'i・によって変換期をむかえたとするものてある ひるかえって、こ
うした＇鉛趾期における集洛構成 Hの質的な変化（在地の人IIIJ→新興の移住名）にまで』及して

しヽる

前辿したように、本迅跡は1]11.沢城跡と近接しておリ、こうした文化的なtll地が、律令(l(J収取

体系の成ヽLに影1;されていることは疑いない ただ、ここに人間の変化まてをft-.((させること

にはIll]辿かある もちろん、 ti!名fil煤抄江刺郡の条にもみられるように、かなりの移!i鼻,!iが存

在したであろうことは納得てきるか、むしろ、このような異1'iの移fi:行は新たなJ.:地を1片J拓し

て因囲に拡散したものと、思われ、本逍跡のように既に一定の牛産），~~化が確立していたような集

洛では、先住名力文化形態を変11させてそのまま定;{fしたものと名えたい内そして、さらに岱
測をすすめるならば、占代北束北にある程度の余東1j生,m物を生み出す'E産）Mばか既に確l°Lして、I6 
いたことこそが、1ifr、,¥'/蝦必地への東征を引きおこす大きな＇災 1刈なのてあろうし、形成条件の民な

る両行の比活の1::i には、 in.•と器と，Ii、焼き i:器の共伴比；rなどにみられる微妙な J・.器組成の違い
か予想されうるものである 今後、こうした烙 y~をみいたしていく視...... : も、染沿構造の解明に

必要なものと思われる。

(1979. 9) 
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注 l 伊藤博-t, 1976「岩手県の古代十器生廂について一須恵器とロクロ土器の,{,;描ー」 r岩手史学研究』

第61号

注 2 Iiり項 (4〕、注5参照

注 3 岩f県教科会且会 ・北上,Ii教育委U会 1974『相よ迫跡群発掘諜11£現地必明会介料』

贔橋u雄 1977「府手県のロクロ使用土暉器について」 『名• ，り風土，記』 第 2 号

沈4 ~ 原滋011 1976「lf池系土骰について」 r東北名占学の諸問叫

注 5 松本安司 1976「江刺市宮地遺跡に関する若下の問題」 『フィールド ・ノート』第22号

沖6 胆沢城跡固辺の遺跡において、 8枇紀後半代に中心をおくものと思われるロクロ未使用上器の蚊末期

（付記）

（束北南部の[YI分、'f下1M式類似）の様相を呈する遺跡は、それ以前のものとに比ぺて遺跡数が;,:;:しく

培加し、寸．地rfiiい＜拡大する （低位段frの象籾辺部から段砂1m1への泌透 ・中位段丘枯辺部および

沖1(1地への新たな進出） また、分（必器や鉄器の杵及など新しい要素もみられるようになる。こうし

た変化は、当時窮城県大•かf'-'l'-f·まで進出していた律令体制の関与によるというよりも、所謂蝦夷地に

おける内的エネルギーの拡散と名えたい。

あし ..,, 

各逍構の出!・ー辿物のなかで、と〈に記述しなかったものに1-i・)',・とJlJiがあり 、これらの追物

は 、打識名ーの鑑定結果がでるまではその詳細を明確にできなかったために邸磁して記述をさけ

たものである。

キl・片は、第 2号）1―・戸跡出上のものを除き 、すべて細粒状ないしは粉状の微細なものである。

これらは、図化はもちろんのこと写真撮影も不可能なものに限られるが、ほぼ形状が判明する

第 2号井戸/1¥Lの竹は万:真のみを1:;iJ版に掲載してある。 なお、これらの骨片は岩手大学煤学部

の兼松教授に鑑定を委託しており、その結果は巻末に付した。出土逍構名、およぴ/l¥i:地，点は

そちらを参照されたい。.~ 
足方としたものは、細長のl'I然礫で、土錘と同じ〈漁樅用網の錘としての機能が想‘巫できる

ものである。同形の石が3棟の仕居跡よりまとま って出十しており 、その出土形態からみて人

為的にもちこまれたものと名えられる。図版38に出土追構名 ・石牧などを記載してある。

R この種の石を追物としたのは、 Iiり出の 『主要地方道ー1閲，北 f-.線l関連沿跡調牡報告｛｝』の名察によるもの

のである。なお、「足JI」という呼称はln];1rにならって佐島与四衛門氏の教えにしたがった
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分析 ・鑑定結果報告 .~ 

本四を作成するに際しては、各種データの蓄積とその公開を考慇し、以下の安科について分

析と鑑定を委託した。ただ、日程の関係でこのデータを本文の記述に利用できなかった。

では、その結果のみを記載する。

（分析1〕 花粉分析

この分析には第 1号井戸跡の井桁内故底部の粘土 (No.16~17層）を用いた。当井戸跡は、考

古学的には平安時代の始めにその構築年代が与えられるもので、逍跡の古閃境を知る手がかり

を得ようとしたものである。

〔分析2〕 鉄滓の組成分析およぴX線回析

この分析には、第8号住居跡より出土した鉄滓を用いた。同時に、ルッポと思われる土器の

付済物とルッポ本体をも分析した。このルッポは今回の発掘調査によって出土したものではな

〈、江刺市教育委貝会が調査した市道部分（第 5図参照）の排土より表採したものである。こ

れを同時に分析したのは、本遺跡より多批の鉄器が出土していることから、集落内に工房祉の

存在が予想されたことによっている。

〔鑑定 1〕 植物遺体

第 1 号 • 第2号井戸跡から多址の植物逍体が出土している。このなかで、種子を中心に鑑定

を委託した。双方の井戸跡からは、種子のほかに樹皮・木葉などが出土しているが、これらは

遺存状況が不良のため鑑定できなかった。

〔鑑定2〕 獣骨

第 2 号井戸跡を中心に多祉の件が出土しており、これらの骨の動物名 • およぴ部位の鑑定を

委頼した。

—U 
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分析・鑑定結果報告

本四を作成するに際しては、各種データの蓄積とその公開を考慇し、以下の沢科について分

析と鑑定を委託した。ただ、日程の関係でこのデータを本文の記述に利用できなかった。

では、その結果のみを記載する。

〔分析 1〕 花粉分析

この分析には第 1号井戸跡の井桁内最底部の粘土 (No.16~17屑）を用いた。当井戸跡は、考

古学的には平安時代の始めにその構築年代が与えられるもので、遺跡の古印境を知る手がかり

を得ようとしたものである。

〔分析2〕 鉄滓の組成分析およぴX線回析

この分析には、第8号住居跡よ り出土した鉄滓を用いた。同時に、ルッポと思われる土器の

付済物とルッポ本体をも分析した。このルッポは今回の発掘調査によって出土したものではな

く、江刺市教育委貝会が調査した市道部分（第5図参照）の排土より表採したものである。こ

れを同時に分析したのは、本遺跡より多足の鉄器が出土していることから、集落内に工房祉の

存在が予想されたことによっている。

（鑑定 1〕 植物遺体

第 1 号 • 第2号井戸跡から多址の植物逍体が出土している。このなかで、種子を中心に鑑定

を委託した。双方の井戸跡からは、種子のほかに樹皮 ・木葉などが出土しているが、これらは

遺存状況が不良のため鑑定できなかった。

〔鑑定2〕 獣骨

第 2 号井戸跡を中心に多枯の骨が出土しており 、 これらの骨の動物名 • およぴ部位の鑑定を

委頼した。
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宮地遺跡資料花粉分析報告書

パリノ．サーヴェイ株式会社

1 . 試表

第 1表

称

跡
名

遺
跡

地

遺

宮
採取地点 I土 't11 I微化石含有数個/g
第1号井戸No.16層 灰色 ・粘土 （泥?) 6.8X 103 

2. 分析方法

分析方法は下記の手順で行なった。

0試料を乾燥し、0.5mm以下に粉砕。

0試科15g秤批し、ポリピーカーにとる。

OHCe、HFを加え、湯煎器上にて加温する。(10-20分間）

〇冷却後、遠心管に移し、遠心分離し、上澄液をすてる。

0水を加えよく授拌し、遠心分離後、上泣液をすてる。 2-3回くり返す。

0水洗を〈り返す。

0重液を加えよ〈授拌し、遠心分離、浮上物をていねいに採取する。

0水を加えよく撹拌し、遠心分離、上澄液をすてる。水洗2-3回。

0アセトリシス液を加え、湯煎器上にて加温する。(10-20分間）

0冷却後遠心分離し、上澄液をすてる。水洗2-3回。

010% KOH液を加え、湯亜器上にて加温する。 10-20分間。

0冷却後、遠心分離し、上澄液をすてる。（水洗上澄液がきれいになるまで）

〇グリセリンゼリ ーを封入剤としてプレパラー トを作製。

0顕微鏡下にて鑑定。

3. 分析結果

花粉分析の結果は、鑑定した花粉と胞子化石の総数を基数にして百分率で表わし、付表に示

した。その中から主な化石についてダイアグラムを作製し、付図に示した。同様に写真図版を

作製した。（写真は編集の都合上、図版43に掲載した）

このたぴ分析によ って検出された花粉と胞＋化石には、次のものがあげられる。
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AP-1 [針葉樹花粉］

Pinus(マツ属）、 Taxodiaceae(スギ科）、 Cryptome r ia (スギ属）

AP-2 [広葉樹花粉］

Jaglans(クルミ属）、 Pterocarya (サワグルミ屈）、Alnus(ハンノキ展）、Betula(シラカンパ

属）、 Carpinus(クマシテ屈）、 Castanea(クリ屈）、 Fagus(プナ屈）、 Cycloba lanops is (アカ

ガシ亜屈）、LepidobaJanus (コナラ亜属）、Aphananthe(ムクノキ屈）、Celtis(エノキ屈）、

Ulmus(ニレ属）、 Zelkova(ケヤキ属）、Moraceae(クワ科）、 Aesculus(トチノキ属）、その他

N_A P [-i:,_木花粉］

Polygonum(タデ属）、 Chenopodiaceae (アカザ科）、Crusiferae(アプラナ科）、Cardnoideae

（キク亜科）、Artemisia(ヨモギ属）、Gramineae(イネ科）、Cype raceae (スゲ科）、Sagitta-

ria(オモダカ屈）、その他

F GP  [形態分類花粉］

Tricolporopol len ites (三溝孔型花粉）その他

F S [シダ類胞子］

Polypodiaceae (ウラポシ科‘ 、Monoletespore(単条溝型胞子）、 Triletespore(三条溝刑

胞子）

次に各試料の花粉構成、古環境等について証述する。

針葉樹花粉は全体の3.8%と少な〈、マツ属0.9%、スギ科2.6%、スギ屈0.4%、等が検出さ

れた。広菓樹花粉は全体の11.5%であり、クワ科6.0%のほかに、ニレ属、コナラ亜属、プナJi~ 、

クリ属、ハシパミ屈、ハンノキ属等が低率で検出された。草本花粉は全体の76.1%を占め、イ

ネ科28.6%、ヨモギ属29.5%、アカザ科13.2%、オモダカ屈1.1%、アプラナ科1.3%・スゲ科

0.9%、等が検出された、形態分類とシダ類胞子は少ない。

古環境はイネ科、ヨモギ屈、アカザ科、が主体となった卒地と云えよう。又、オモタカ属の

出現は水の彩響を受けていたことを示している。芹地をとりまく樹木は比較的少な〈、マツ駈、

スギ科、スギ属、クワ属、クワ科、ニレ屈、コナラ亜属、プナ属、クリ属、ハシパミ屈、ハン

ノキ属等が僅かに生育していたものと考えられる。
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付図ー I 落合II遺跡及ぴ宮地遺跡主要花粉胞子化石ダイアグラム

Taxod iaceae 

Alrius 

Castanea 

Fagus 

Lepidobalanus 

Ulmus + Zelkova 

;¥,loraceae 

Polygonum 

Chenopodiaceae 

Crusiferae 

Carduo ideae 

＋

＋

＋

＋

 

＋
 

Artemisia 

Gramineae 

Cyperaceae 

Sagitaria 

Monolete spore 

Trilete spore 

I AP-1 

l AP-2 

l NAP 

I FGP 

l FS 

t 
付表 宮地遺跡試料花粉分析結果一覧表 （単位％）

」
30%+:1%未満の検出

ap~ nd S三pores 也・地第 1号

aこnd Spores 白地第 1号

井戸 跡 井戸 跡

Pinus 0.9 Crusiferae 1.3 

Taxod iaceae 2.6 Carduoideae 0.4 

Cryptomeria 0.4 Artemisia 29.5 

r AP-1 (N) ， Cichorio1deae 0.4 

(%) 3.8 Cramineae 28.6 

Al nus 0 9 Cyperaceae 0.9 

Corvlus 0.4 Sagittaria 1. 7 

Castanea 0.9 I NAP (N) 178 

Castanopsis 0.4 (%) 76. l 

Fagus 0.4 Tr iporopo I !en i tes 1.3 

Lepidobalanus 0.9 Tricolpopol len i tes 0.9 

l'lmus 1.3 Tr 1co lporopol len ites 1. 7 

Moraceae 6.0 Inape rtu rope l len i tes 1. 7 

Hamame I idaceae 0.4 L FGP (N) 13 

I AP-2 (N) 27 （％） 5.6 

(%) 11. 5 Monolete spore 2 6 

L AP (N) 36 Trilete spore 0.4 

（％） 15.4 r FS (N) 7 

Polygon um 0 4 (%) 3.0 

Polygon um 0.4 ~Pollen & Spores 234 

Chenopod iaceae 13.2 
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鉄滓の組成分析およぴX線回析

1 鉄滓の組成分析
岩手県工業試験場

/I  

X線回折 化学分析 党光X線I検出元索

Wustite I FeO I MnO I Si02 I Ti02 I c I分析I(LiF) 

宮地遺跡

第 8号住居跡
0 172.5210.13ll4.52I0.15 IO.lll Cr.Ca.KI Al.Ba.Sr 

宮地遺跡の試料は、砂鉄等の原科に木炭を混ぜて製鉄するタタラ吹法と呼ばれる方法で得ら

れた鉱滓と思われる。 X線回折によれば、その主成分はWustite(FeO)である。

2 宮地遺跡のルツボおよび付着物

X線回折によれば、両者共、石英クリストパライト 、長石、ムライト等、焼成された粘土鉱

物の組成がみられ、石英長石等はルッポに多〈、付苅物にはムライトが多く認められる。付苅

物の黒い部分は不明である。

No. 1第 8号住居跡出土鉄滓
No. 1測定条件

Target Cu 

Filter Ni 

Voltage 35 KV 

Current JO mA 

Count Full Scale 2.000% 

.Lほ
No.2ルッポ付着物
-I 

Ti me Consant 2 sec 

Scanning Speed 1• /min 

Chart Speed I叩 /min

Divergency I • 

Receiving Slit 0.3 mm 

Detector l'.C 

No. 2・No. 3測定条件

Target Cu 

Filter Ni 

No. 3ルッポ本体
Voltage 30 KV 

Current 24叫

Count Full Scale l .000% 

Ti me Consant 2 sec 

Scanning Speed l• /min 

Chart Speed !cm/min 

Divergency I • 

Receiving Slit 0.3 園•

Detector P.C 
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植物遺体鑑定一覧表
岩手以文化財畜譲全委且農学博士村井三郎~. 遺構名 出tJt,.¥ Z 定結果 Nn 遺鳩名 廿1土地点 広定結果 ぬ遺構名 出土地点 霞定結果

1 第2サ出i耕 池16層 ノモモ H 皮 9 第2号井戸片 ぬ12)11 ノスモモ帷皮 17 賽2サ井P跨 池12層 オニグルミ H皮
2 " t.116層 ノモモ権皮 10 ＂ Na16,'I マ9クピ緊肉(') 18 第lサ井戸跨 ぬ16111 ノモモ種皮

3 ＂ 池15-'/ ノモモ H 皮 11 ” Nal2眉 不明種皮 19 ． ぬ16111 ／モモ種皮

4 ＂ 池14111 ノモモ積皮 12 ＂ ぬ16/il オニグルミ粍皮 20 ＂ ぬ16層 ノスモモ種皮

5 ＂ Nu13層 ノモモ H 皮 13 ＂ No!5層 オニグルミ樗皮 21 ． ぬ16層 オニグルミ 1t皮
6 ＂ ぬ12層 ノモモ H 皮 14 ＂ ぬ14層 オニグルミ種皮 22 ＂ ぬ14層 オニグルミ撞皮

7 ＂ No16層 ノスモモ種皮 15 ＂ ぬ14層 オニグルミ棟皮 23 第23分住居籍 床面直上 オニグルミ種皮

8 ＂ ぬ16層 ／スモモ種皮 16 ＂ ぬ12/if オニグルミ 槽皮 24 第16分住居隋 No.3層 ノモモ桟皮
. -

所 見

禎物遺体はオニグルミ、ノモモ、ノスモモ、マタクピ？の4種のみである。バリノ ・サーヴェ イ社の花粉分析では、柑木にアカマツ、ス矛

ハンノキ、クリ、コナラ．ハルニレ、ヤマクワが多＜、 J,~木にアカザ、アプラナ科、ヨモギ、イネ1斗、スゲ顕、オモダカが多いようである。
これを介Jtして催定するとオニグルミ 、ノスモモ、マタクピ？、スギ、ハンノキ、ハルニレ、ヤマクワ、オモダカの存在することにより水辺

に近(1:し．アカゲ、アプラナ科、ヨモギ、イネ科、スゲ類の存在により仄版（田 ・畑など）にも近在したほか、周囲にはアカマッ．コナラ、ク

＇）などの Ill:山地林が存(fしていたことをぷめしている．これらにより、 現在の久候と殆んど同様であったものと捲定される．

獣骨鑑定一覧表
岩手大学農学部殺授家畜解剖学教名葦松軍 ff

~-, 遺鳩名 出土燻点 覧 応 結 景

1 第 2サ片I' No12層 魔の角

2 ＂ " ll¥の#IJ:J腕竹遠位嬬、ぬ4の竹の遠位蝠と思われる 廿怜の中間部はない．
3 ＂ ＂ 牛左肋竹近位．現代の牛とくらぺると大型である．刀籟あり．

4 ＂ ＂ 

馬の右削嗣什近位嬬．尺竹t-t頑は欠けている．削騎竹間悶下靖の左右幅は43.7CIIで現代属の6頭の平均値土櫂準儡差は59.1
士7.511• と比べると、その7削大である．

5 ＂ ＂ t,{j'1'1't中J',,No.5とNo.6はlo!ーの竹の一閲である．

6 ＂ ＂ 

牛のt,~'t渭沼溢．このQlfl穀前後幅は61.7uで現代の牛の 5頭の~•p 頸前後輯の平均値土帽準儡差67.7土4.4.. と比ぺてヽ lヽ

'l'lではあるが．品種差を9慮に入れると．それむ小さいとはいえない．

7 ＂ ＂ 牛1111檀護体

8 ＂ ＂ 小”鳳の頻穫関節突起， 
＂ ＂ 黒胸檀檀体前半分

10 H 
＂ 小門島＂＂悩匹

II ＂ ＂ 牛i麦位預棺研片

12 " ＂ 牛歎檀関節欠起

13 ＂ ＂ 牛第3預僅後関節交起

14 ＂ ＂ k動物咲檀罹体

15 ＂ " 中＂動物の闘什である公江大
16 ＂ ＂ 大動物頸檀関節突起

17 ＂ " k動物Ill竹敬片
18 " " ＊動物什片
19 " ’’ 人動物甘片

20 II No.14層 馬の肋サ

21 ． No12~ ＊動物什片

22 ’’ ＂ 
23 " ＂ 

“ ＂ ” 
25 ＂ ＂ 

大動物（牛と思われる）~,り''Itの一部

26 ‘’ ＂ 
27 ＂ 

． 

28 ＂ ＂ 馬のIIIJ竹

29 ＂ 油14肖 大動物の竹片

30 第18サ住k鰭 Pit 4内 小動物のIJ1t近位溢
31~10サ・ 池 2rif 小動物のi'tJ',・
32 筍16号・ 9禾血'1t ~•'\'! 動物の仕竹竹）；鼻
33 第18サ" ，，マド周辺 中'l'l勧掬のl:llttti丘位益

34'.1118サ" カマド内 中や動物のUtt;t1;-

35 第)Jf)- • Pit II内 中勺動物の頭蘊竹竹片

36 第 1サ井,; Nnl6層 大動物頭董竹竹片

37 第 1サ H “ 中,,鉤物什I',― 
38 ,]I l~j· • 

＂ 什片

39 第 1号 ＂ ぬ17層 廿片

40 第13号住＠騎 Pit 6内 小や動物長竹骨片

41 第13-1}• 床由直J-.中内動物仕什竹片
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写真図版
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、入

A. 宮地遺跡
D. カ石遺跡

ぷ ::..Aね点
B. 落合II遺跡 C. 落合 I遺跡
E. 鴻ノ巣館遺跡 F. 中屋敷遺跡

江刺市愛宕地区空中写兵
（新幹線にかかわる遺跡）

-348-
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遺跡遠景

遺跡近袋

C・D区
作業風登

- ¥ •'.'、胄~ ぇ ．ヅ
-349-
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I. C 区全景

陳より）

2.C・D区全翌
・（北西より）

3. 第 1号住居跡

（東より）

4. 第 1号住居跡

第 3号住居跡

（北西より）

5. 第 1号住居跡

カマド

（西より）

6. 第 2号住居跡

（南より）

1第 3号住居跡

（南よ り）
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4第 4号1主居跡
遺物出土状況

（西より）

5第 5号住居跡
（西より）

6第 5号1主居跡
カマド

（西より）

1第 6号住居跡
第 5号住居跡
（東より）

8. 第 6号住居跡
（南より）
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l第 7号住居跡（西より）

2第 7号住居跡（西より）
カマド

3第 8号住居跡（北より）

4第 8号住居跡（東より）． 
No. Iヒ ット

5. 第 9号住居跡（南より）

6第 9号住居跡
カマト

．（南より）

7第 10号住居跡（西より）

8第 10号住居踪
カマト

．（西より）

9第 11号住居跡（西より）
炭化材出土状況

図版4
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l第 11号住居跡（西より）

炭化材出土状況

2第 II号住居跡（西より ）

3第11号住居跡
北キ

.. (南より）

4. 第11号住居跡

カマト
．（南より）

5第 II号住居跡（南より）

6第 12号住居跡（南より ）

1第12号住居跡
遺物出土状況

（南より）

8. 第 12号1主居跡
カマト

．（南より）



I. 第13号住居跡
遺物出土状況

（東より）

2第 13号住居跡（南より）

3. 第13号住居跡
カマド側壁

4. 第13号1主居跡
カマド側壁

（東より）

（南より）

5. E・F区全景（北西より）

6. E・F区全屎（北より）

7.E 区全景（西より）

8第 14号住居跡（西より）

9第 14号1主居跡
カマト

.(西より）

図屈6



図版 7

l第 15号1主居跡（北西より） 5. E 区西側（南東より）

2第 15号住居跡
カマト

,（西より）

3第 16号1主居跡（西より）

4. 第 16号住居跡
カマト

,（西より）

6第 17号住居跡（南東より）

1第18号1主居跡（南より）

8. 第18号住居跡

カマト
.(西より）
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I第 18号1主居跡
（西より）

2第 19号住居跡

（東より）

3第 19号住居跡
カマト

（西より）

4第 20号住居踪
カマト’

（西より）

5. 第20号住居踪
（東より）

6. 第20号住居踪
（北西より）

1第21号住居跡
（南より）

8. 第21号住居跡
（東より）

9. E・F区全景
（東より）
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I. E・F区全保（南東より） 5. 第23号住居跡（西より ）

2. F 区全棄（北西より） 6. 第23号住居跡（北より

3第 22号住居跡
カマト

．（西より） 7.No2・No3ピット（東より ）

図版9 4第22号住居跡（西より） 8. 第 1号溝踪（西よ り）
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図版II

第 1号井戸跡

堆積土

（南より）

第 1号井戸跡

青灰色粘土
（東より）

第 1号井戸跡

全景

（西より）

-;~~ 

--_, ...... --, --



．．
 

.
f
 

．
 

•
今
｛

P

、r・

f
 

•̂  “
 

．
 

字
i
•

• 

，4
‘
 

そ・・‘伐

9•• 
7
,
”
 

第 1号井戸跡井桁 上より 北面
検出状況 東面

南面

西面

南西コーナー・ 南東コーナー
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I・2. 全登
第 1号井戸跡井桁 3, 西面
4・5段目検出状況 4南面

5, 東面

図版13

6. 北面
7. 北東コ ーナー
8. 掘形最底部
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第2号井戸跡
全俵

（南より）

第2号井戸跡
青灰色粘土

検出状況

（西より）

第 2号井戸跡
同上

（西より）

... 

図版14
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第 2号井戸跡
井筒内遺物出土状況

第 2号井戸跡
井筒

第 2号井戸跡
同 J:.

第 2号井戸跡
揉形殻底部



第 2号井戸跡
全景

（北より）

第 1号井戸跡
第 2号井戸跡
（南西より）

同 上

（西より）

図版16



G区作業風繋

訳査区南端

現地説明会
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縮尺： 坪類約％
甕顆約％

第 1号住居跡

I. 第 8図ー 4

2第 8図ー 5

3第 8図ー 6

4. 第 8図ー10

5. 第 8図ー11

6. 第 9図ー 8

1第 9図ー 9

8. 第 9図ー10

9. 第 9図一11

10. 第 9図ー17

11. 第 9図一 l

12. 第 9図ー18

13.J:. 第 10図ー 7

中第10図ー6

下第II図ー3

14右(I) 第10図

-4 

(2) 第10図

-5 

左(I) 第10図

-I 

(2) 第II図

ー4

下第10図ー3

15. 第 10-9

16. 第 10-8

図版18



第 5号住居跡

I. 第20図 2

2. 第20図ー 4

3. 第20図 7

4. 第21図 2

5. 第21図ー 3

6. 第21図ー4

1第20図ー I

8. 右第20回 12 

左第21図 8 

9. 第20図 13

第 3号住居跡

10. 第 15図 4

11. 第15図 5

12. 上・右、中・

左第15図 7 

下第15図 8

第 2号住居跡

図版19

13第 13図ー 5

14第 14図 8

15. 上・右、下第13

図ー10

左第13図 ， 
絃尺：坪類約％

甕頚約X

、 "
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第 4号住居跡

I. 第 17図ー 3

2. 第17図ー 5

3. 第17図ー10

4. 第18図一 l

5. 第17図一II

第 6号住居跡

6. 第23図ー 1

7. 第23図ー 2

8. 第23図ー 3

9. 第23図ー 5

I 0. 上・右第23図ー8

左

中第23図ー6

下第23図ー7

第 8号住居跡

11. 第28図ー6

12. 第28図ー 1

13. 第28国一 3

14. 第28図ー4

15. 第28図ー 5

締尺：坪頚約％

甕類約％

固版20



Eii 

第 7号住居踪

l第 25図ー 5

2第 25図ー 8

3第 26図一 l

4. 第26図ー3

s. 第26図ー4
6. 第26図ー6

7. 第26図ー 5

8. 第26図ー7

9. 右(I)第25図ー13

(2)第25図 11

左(I)第25図，

(2)第25図ー10

(3)第25図ー12

下第25図 ー14

第10号住居跡

10. 第34図 7

I I. 第34図ー 8

12第 34図ー 2

13第 34図ー6

14第 34図ー3

IS第 35図ー10

16. 第34図ー12

認尺：坪塁姐約％
甕類約X

にニュ
_,-;:; 噸1111

ー

i

I 

図版21

16 



.・. .::.:.,...:.、・・・"
,--
ふ-

.. ;、-

・・・ パ' .,.).｀令●

"...;;. 、ミ f

" . 
拿

， 
, .I.I, ヽ

. ~ ， 
． 、
"-"'・.'. .. 

嶋一， . ... , .. 
.' 

ヽ,. 
f 

第 9号住居踪

l第 30図一 l

2第 30図ー 2

3第 30図ー 3

4第 30図ー 4

5第 30回ー 5

6第 30図ー 6

7第 31図一11

8. 第31図ー 9

9. 第31図ー 8

10.J:. 

中 第30図ー9

下・右

下左第30図ー8

第 10号住居跡

11. 右(I)第34回ー II

(2)第35回ー9

(3) 

(4)第35図ー 1

左(I)

(2)第35図ー3

(3)第35図ー2

縮尺：坪委員約％

甕類約％

因版22



13. 上第39図 I 

下第39図 3 

14. 第39図 9

15. 第39図 7

16. 第39回 10

第11号住居跡

I. 第38図ー20 1第38図 14 

2第38図 22 8. 第38図 7 

3第38図 23 9第38図 ， 
4. 第38図ー24 10. 第38図 I 

5. 第38図ー16 11. 第38図 3 

6. 第38図ー19 12. 第38図ー 4

縮尺：坪類約％

甕顆約X
図版23
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第12号住居跡

l第 42図ー3

2第 42図 .4 

3第 42図 17

4第 42図 8

5. 第42図 13

6. 第42図ー 9

7. 第42図ー14

8. 第42図ー15

9. 第42図 20

10. 第42図一11

II. 第42図 16

12. 第42図ー21

13. 第43図ー 2

14. 第43図一 l

縮尺 ：土不顆約％

甕類約％
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第 12号住居跡

I. 第43図ー 3

2. 右(I)

(2)第44図ー 3

(3)第44図ー 7

左(I)第43図ー 4

(2)第44図ー 6

(3) 

3. 第44図ー5

4. 第44図ー 2

5. 第44図一 l

6. 上第43図ー 6

下第43図ー 5

第 13号住居跡

1第50図ー10

8. 第49図ー 8

縮尺：坪類約％

甕顆約％
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引3号住居跡（図版26)

l第 48図ー 7

2第 48回ー14

3第 48図ー23

4第 48図ー24

5第 48図ー 6

6第 48図一 l

1第 48図ー 13

8第 48図ー 3

9第 48図ー 15

10第 48図ー 5

II左より(I)第52図ー 10

(2)第52固ー11

(3)第52図ー 9

(4)第52図ー 8

12第 51図ー 5

13第 49図ー 5

14第 51図ー 2

15第 51図ー 4

16第 49図ー 3

17第 50図ー 9

し
18第 50図一 l

16号1主居踪

l第 60図ー 4

2第 60図ー 8

3. 右(I)第60図ー 10

(2)第60図ー 7

左(I)第60図ー 9

(2)第60図ー 3

rl4号1主居跡
4第 55図ー 6

5第 55図ー 7

6. 上第55図ー 9

中第55図ー 8

下

r21号1主居跡

7第 75図一 l

8第 75図ー 3

9. 上第75図ー 4

下右

左第75図ー 5

~ 19号住居跡
10第 70図一 l

II第 70図ー 4

12第 70図ー 2

13. 右第70固ー 7

左左上第70図ー 5

下第70図ー 6

縮尺 ：坪類約％

甕類約％

図版27

4
 

~ 
霞

/

〉し＼ー
J
 

.. 

• ] 

r≫
 

會
~

．
．
．
 

、＇‘す`
9

，

.，
 
ヽ9

.

o

 

.
 

.
 d

9

 

.. 

.
 
、

‘

.

.

し鳩
2
『

'

ィ

,
’
59
 

«

~"`

,

. 

亡

冒

こ II 

口
，
 

じ



2
 

罰

"~ プーコ
~ E”

―
 

にに ニ

II 

第18号住居跡

I第 64図ー 2

2第 64図ー14

3第 64図ー16

4第 65図ー 4

5第 66図ー 2

6第 66図ー 3

1第64図― |

8. 第64図ー 4

9. 第64図ー 5

I 0. 第64図ー 18

11. 第66図ー10

12. 第66図ー11

13. 第66図ー 7

14. 第66図ー 8

15. 右上第67因一 l

下第67図ー 8

左上第67図ー2

中第67図ー6

下第67図ー 7

縮尺 ：坪類約％

甕類約％
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第 17号住居跡

I. 第62図ー 1

2. 第62図ー 4

3. 第62図ー 5

第20号住居跡

4第 72図ー 1

5第 72図ー 6

6第 72図ー 9

1第72図ー12

8. 第73図ー 3

9. 第72図ー2

10. 上第73図ー 6

右(I)第73図ー 4

(2) 

左(I)第73図ー 1

(2)第73図ー 3

I I. 上第73図ー 2

右(I)第72図ー 4

(2) 

左(I)第73図ー 7

(2)第73図ー 5

縮尺：坪類約％

甕類約％
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第22号1主居跡

l第 77図ー 7

2第 77図ー10

3第 78図ー11

4第 79図ー 6

5第 78図ー13

6第 77図ー 8

7第 78図ー10

8第 78図ー12

9第79図ー4

10. 第79図ー 2

11第79図ー 3

12. 第79図ー 1

13. 第77図一 l

14. 第78図ー4

15. 第77図ー 3

16. 第77図ー 2

縮尺 ：坪類約％

甕類約％
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第23号住居跡

l第 81図一 l

2第 81図ー 2

3第 81図ー 3

4第 81図ー 4

5第 81図ー 5

6第 81図ー 7

7. 上第82図ー 2

右左｝第82図ー 1

第15号住居跡

8第 57図ー 6

9第 57図ー 7

10第 58図ー5

11. 第58図ー 7

12. 右第57図ー 2

左下｝第58図ー 2

縮尺：坪類約％

甕類約％
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第 2号井戸跡

I. 第98図ー 1

2. 第 98図 4 

3. 第 98図ー10

4. 第 98図ー12

5. 第 98図ー14

6. 第 98図ー16

1第 98図ー18

8. 第 99図ー 8

9. 第 98図ー 3

10. 第 98図ー 5

11. 第 98図ー 9

12. 第 98図ー13

13. 第98図ー15

14. 第 98図 19 

15. 第 98図ー17

16. 第99図 15 

17. 第 99図ー 3

18. 第 99図 5 

19. 第 99図ー 7

20. 第 99図ー17

21. 第 100図ー2

22. 第 100図ー 4

23. 第 99図 18

24. 第 99図ー 2

25. 第 100図ー13

26. 第 100図ー10

27. 第 IOI図 4 

28. 第 101図ー 6

29. 第 IOI図ー12

30. 第 IOI図ー14

31. 第 100図 I 

32. 第 100図ー 8

33. 第 101図ー 3

34. 第 IOI図ー 5

35. 第 IOI図 13

36. 第 IOI図ー15

37. 第 IOI図 17

38. 第 IOI図ー19

39. 第 100図 ， 
縮尺：坪類約％
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第 2号井戸

40. 第 102図ー 17

41. 第102図ー 4

42. 第102図― 12

43. 第102図ー 3

44. 第 102図ー 5

45第 102図ー 7

46. 第102図ー 9

47. 第102図― 13

48. 第 102図ー 14

49. 上第103図ー 5

中第103図ー 4

下第103図一 l

50. 第 103図ー 2

遺構に伴わない

出土遺物

51.BH03グリ ッ ド

第114図一 l

縮尺 ：坪類約％

甕類約％
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6
 

J:. (刀子）
lヽ．第 5号住居跡

2. 第23号住居踪
3. 第 15号住居跡

4. 第 9号住居跡

5. 第 18号1主居跡
6. No. 3 ピッ ト

下・左（刀子）

I. 第 12号1主居跡
2. 第13号1主居跡
3. 第11号住居跡
4. 第 9号溝跡
5. 第10号住居跡

6. 第 15号住居跡
］第9号住居跡
8. 不明

下・中 (7J子）

I. 第 1号井戸跡

2. 第 9号住居跡

3. 不 明
4. 不 明

5. 第 2方形溝状遺跡

6. 第 18号住居跡

1 第 8号1主居跡
8. 第 2号溝跡

9. 不 明
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下・右（鉄片）

I. 第 1号溝跡

2. 第 1号溝跡
3 第 5号溝跡
4. E H 53グリッ ド

5. C G 03グリッド

6. 第18号1主居跡
7. 第 2号1主居跡
8. 第 15号1主居踪
9. 第 2号井戸跡
10、第 2号井戸跡

11 . 第 1号住居跡

12. 第 1号住居跡

13. 第 11号1主居跡
14. C G03グリッド., 
贔`」知°"I 
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4
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上
［第13号住居跡
2. 第17号 II
3. 第11号 II
4. 第 18号 II
5. 第 18号 II
6. 第 18号 II (金銅製）
7. 第 1号溝跡
8. 第18号住居跡
9. 第 9号 II
10. 不 明

11. 第14号1主居跡
12. 第 7号 II
13. 第20号 ／／
14. 第18号 II
15. 第 2号井戸跡

中

I. 第 1号井戸跡

2. 第20号1主居跡
3. 第20号 II
4. 第18号 II
5 第18号 ／／
6. 第18号 II
1 第 11号 II
8. 第 1方形溝状遺構

9. 第13号住居跡
10. 第11号 II
11. 第11号／／

12. 第11号 II
13. 第10号 II
14. 第10号 II
15. F F 09グリッド
16. 第 1号溝跡

17. 第 6号溝跡
18. 第 2方形溝状遺構
19. 第 1号溝跡
20. 第 1号溝跡

下

I. 第 2号住居跡

2. 第9号溝跡
3. 第 5号住居跡
4. 第18号／／
5 第18号 ／／



①角・牛骨

［第 2号井戸鹿の角

2. II 牛屑申合中片

3. II 牛胸椎椎体

4. 

” 牛左肋骨近位端

②馬骨

I. 第2号井戸小型馬の頸椎関節突起

2. ” 馬胸椎椎体前半分
3. // 小型馬肩甲骨遠位端

4. II 馬の肋醤

5. II 馬の肋骨

6. II 馬の右前腕近位端

③獣骨

I. 第2号井戸大動物（牛？）肩甲骨の一部

2. II II 

3. II 大動物骨片

4. II 大動物腸骨破片

5. II 大動物（牛？）扇甲骨の一部

6. II 大動物骨片

7. II 大動物（牛？）屑甲骨の一邸

8 “ 大動物（牛？）肩甲骨の一部
9. II 中型動物の腸骨

10. II 大動物の骨片

11. II 大動物の骨片

12. II 大動物頸椎関節突起

13. II 牛第3頚椎後関節突起 f::、14. II 牛類椎関節突起

15. II 牛後位頚椎破片

16. II 大動物腰椎椎体

④砥石

I. 第 12号住居跡

2第 8号住居跡

3. 第 9号住居跡

4. 出土地不明

5. 第13号住居跡

6. 第 4号住居跡

1第11号住居跡

8. 第17号住居跡

9. 第 13号1主居跡
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①鉄 滓

I. 第15号住居跡

2. 第 16号住居跡

3. 第 2号溝跡

4. 第10号住居跡

5. 第 5号住居跡

②特殊石製品

I. 第16号住居跡長 石

2. 第18号住居跡水 品

3第 1号井戸跡フリント

③土錘

I. 第18号住居跡

2第23号住居跡

3. 第 1号井戸跡

4. 第18号住居跡

5. 第 8号住居跡

6. 第 1号住居跡

7. 第17号住居跡

8. 第10号住居跡

9. No. 7ピット

I 0. 第 1号溝跡

11. 第5号溝跡

12. 第 1号溝跡

④足方

I. 第18号1主居跡 Pit5 石英安山岩

2. 第 3号 ／／ 床面直上 石英安山岩

3. 第10号 ／／ 床面直上硬砂岩

4. 第18号 ／／

5. 第18号 II

6. 第18号 II

1第18号 ／／

8. 不明

Pit5 チャート

Pit5 凝灰質粘板岩

PitS 流紋岩質凝灰岩

PitS 流紋岩質凝灰岩

凝灰質粘板岩

9. 第18号住居跡 PitS 凝灰質粘板岩

10. 第 3号住居跡床面直上凝灰岩

11. 第10号1主居跡床面直上凝灰岩
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発掘調査担当者および協力機間

• 第一次』恥~ (昭和50年 9 月 1 日～昭和51年 2 月 21 日）

飢干秋 宍介圭介 佐々木勝 （期限付臨時戦員） 八木光UIJ 松本安司

松野1・1(・大 佐藤典義

• 第二次池随 （昭和51年 4月9日-7月26日）

船 千秋 '1'¥'/)t,. •Jl. 太郎 佐々木勝 （期限付臨時職貝） 八木光削 松本安吐

佐藤典義 久保実 平野茂 古沢友治

・協力機関

江東I]rli教脊委具会

発揺調査地元作薬員名簿

• 第一次調1i:

菊地l川治布エ門 相IJf(久之助 菊地党治 中村庄蔵 菊地文雄 中村ハル

菊地トシヲ 菊地 ヒサ 菊地トキワ 戊庭フミェ 菊地 キヌ 菊地サッ

f-染I ルヽ f 佐藤トシチ 菊地トク千 菊地 比子 千痰 イヨ 菊地フミ (-

佐藤ウメノ 菊地 シゲ 'i'i'野ハツェ 菊地ハツヨ -,・.j'野 タカ 佐々木擾 f-

菊地 キヨ 有馬昭f 石川 利子 及川ヒサヨ 中村マツミ 伊藤ハルf

・i'i'里f フミ T-~ 甦 イチ 必橋ミツイ・ 禍橋幸—[- 絲橋京f- 菊地トヨミ

、i•i'I原 ｛硲イ・ 菊地アヤメ 菊地 ミッ 、i':'野トモエ 吉田 里治

• 第二次調在・

菊池llll治右エ門 tr! 原久之助 中村庄蔵 吉川 里治 菊地党治 菊地文雄

菊地 ヒサ 佐藤 1、ン-(・ 菊地 ミヨ 菊地トキワ 菊地ヨシェ 菊地文-(

、,・,=限I' タカ 佐藤ウメノ 菊地 シゲ 及!IIヒサヨ 中村マツミ 菊地ハッョ

菊地ツネヨ 菊地トシオ 翡橋ギイ・ 石川 利イ• 竹野9 ツヽミ 伊藤アサヲ

(:i橋 ヨシ 高橋カツィ~ 小山切サッ[- 牡j橋ミツ—f 佐月．泰 モヨ 、:r原マサイ•

千菜 イチ 邸野トヨミ 佐藤 1ド人 佐藤討治

整理作薬員名簿（新幹線関係全遺跡）

• 昭和49年度 吉旧 jijJ;-{- 竹内 昭イ・ 千田 篤r TiJll 哀． 五 l:IT!ii't—r

阿部みゆき 鈴木ct!起千 工藤具理子 川村由美チ 佐楳牧(-
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• 昭和50年度 竹内昭子 五日市淳チ 阿部みゆき 鈴木由起子 工藤真理子

川村由美r- 中村幸江 大坊敏純 野口 真理 佐藤利宏

.:{ i JI I 真 大下幸チ 小里fl{理子 鈴木優子
• 昭和51年度 小野真埋 f 大下幸チ 熊谷由美子 石)II 真 菊池J'i知子

堀切紀(- 佐i暴シゲ子 村田泰子 青柳直子 大坊畝純

佐藤利宏 村山 f甚{・ 干梨恵美こf 小野由美子 佐々木キヌ

武藤 ヒサ 佐藤 リエ 鈴木キミヨ

• 昭和52年度 堀りJ 紀(- 小野真理子• 熊谷由美子 菊地真知子 村田泰子

斉藤綾・f 1'f J1' 伸チ 石川 真 浅利孝子 伊束山美子•

小林史r 中ノ目真:;} 小野追子 宮田逹哉

一



岩手県教育委員会事務局文化課職員一院

（埋蔵文化財関係）

文化課長 熊谷正男

課長補佐 （総務）小野寺昭吾

課長補佐（調査）小野寺登、

庶務係長 加藤勝男

主事 鈴木喜代治

主事 佐藤伸一郎

主任文化財主査嶋 千秋

文化財主査 菊地郁雄

技師 国生尚

縦貫自動車道関係

文化財主査 吉田 努

（新幹線関係期限付臨時職員）

斉藤 孝

三上 昭

斉藤 淳

島隆

昆野 靖

文化財調査貝 相原康二

八重樫良宏

狩野敏男

田村荘一

主事 石川長喜

新幹線関係

文化財主査 菅原弘太郎

細谷英男

朴沢正耕

文化財調査員 鈴木隆英

技師 佐々木勝
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鈴木優子

村井 隆 （運転）

熊谷由美子

赤坂恵子

藤原三代子

村上良千

小林史子

沢口悠子

勝又邦子

下村奈々子

伊束由美—f

山的久美子 (6月末退職）
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